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E 

はしがき

この研ヲ'iJま，本年度から本研究所の総力をあげて取り組んでいる「学力研

究Jの一翼をにない， 1-;本県児童生徒の。学力を向上するために，教育条件をい

かに整備し，学習指導をいかに改善すればよいかJの一端をまとめたものであ

る。

ζこでは.職業 ・家庭科についての，最近5か年にわたる本県高校進学学力

検査の結果を検討し，それを還してみられる 「学力主学習指導との関係」を究

明しようと試みたものである。もちろんこれだけの資料から， 本県中学校生徒

の学力の笑態を明らかにすることは困難であり，また，高校進学学力検査その

ものを素材としているため，ペーパーテス bの限界からも考えられるように，

職業・家庭科の金分野にわたる詳細な検討はなし得なかったが，それらの制約

の中から，できるだけ職業 ・家庭科指導ょの諸問題を，統一的，総合的に明ら

かにするよう努力した。

問題解説は，第 1，2， 3， 5， 6の各群にわたり，それぞれの群あるいは

分野別に，個々の問題に却してのぺてあり、職業 ・家庭科本来の婆に立脚した-

指導~つねに心に錨きながら，できるだけ克明に意図する と ころを論述 L.た。

また，それらの個々の意見や，それらを還しての理念的な考え方を，一貫し

た立場でまとめたものを， r職業 ・家庭科教育"と技術指導Jとして最初にのせ

ることとした。 r職業 ・家庭科」そのものは，すでに「技術 ・家庭やりとして

誕生いやがてその移行を目前にしている。しかし両者とも， r技術指導Jを

中核として指導されねばならぬことをあらためて意識しなおしこの項が.今

後本格的に展開されるであろう学力研究の，いとぐちとなることを期待してい

るa
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(ー) 職業 ・家庭科教育と技術指導

/" 

職業 ・家庭科教育は，基礎的技術の指導がその中核をなすものである，とい

うこどについては異論のないことと思5。

職業・家庭科の百糠 1.tζ， ["基礎的な技術を習得させ，基本的な生活活動

を経験さぜるJ主主うり，これがさらに明確に打ち出されたのがp 新しく誕生し

た投術・家庭科であるといえる。ずなわち，その目標 1.に， r生活に必要な

基礎的技術を習得させ，創造し生産する喜びを味わぜ・。近代被術に関する理解

を与え，生活に処する基本的な態度をま安う」となって， ["近代按術に対処する 。

態度を養うJことを目的とする教科の性格が鮮明にされたわけでらる。

われわれが職業 ・家庭科の学カを考える場合，基礎的投術の習得という目標

含中核にすえていかなければならないことは，知的教科といわれる社会斜，国

語科，あるいは数学，理科などの学カと，異なる内容をもづであろう ことが予

恕されるのである。

たとえば基礎的技術について，知識としていかになすべきかを知っていると

いっても，それはまだなし得る ことを意味していない場合があるからであるー

いかに板を削るか，そのためには，どのように作業台に材特志間定させるか，

£んな道具で作業をするかを知ることができたとしても，それだけでは必ずし

もその作業が笑施できるとは限らないのである。なぜならば， このためには知

識のほかに，技能と習熟をもっ必要があるからである。

ζ のことは技術学警の特色であり，知的教科と向ーに学力を論じられない根

拠でもある。職業 ・家庭科の性格をのベた学習指導要領の中には，この聞の関

連~， ["われわれの生活における経済的な商，技術的な商，なちびに社会杭な

商に関する知識 ・技能 ・態度を，主として実践活動を透して学習するJと表現

じている。ー

職業・家庭科で，笑践的活動を主たる内容とする分努は，第 1・2・3・4

・ 3群にわたり，知的理解を主主する第 6 1fì~とあいまって， その機能を泉して

きた。しかし新学習指導要領がp これらのうらの経済的な函や社会的な函の大
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部分を他教科~'c.移じ，技術をヰ1 ;心に笑践活動の内容を具体的に示したこ Aとは，

科学技術教育振興の使命を，技術 ・家庭科に大きく期待したといっても過言で

はあるまい。

ここでわれわれは技術について，教育との関連で考察する必要がある。なぜ

かといえば，技術というと，すぐ特定の技能を思い出すの1であるがr 技術をも

っと一般的に，人間味のある知性的行為のゆで考えてみたいのである。

技術 と ~，、うこ とばは， 今笑社会ではいろいろな場周で使用されている。たとえ

ぽ「やり方_I，または 「仕方J1とみられるように， fやる」にしても'!rするJ

にじても，それだけならば何としても行動である。単なる行動は技術を意味し

ていない。少なくとも意識がその底に働いていなくては技術の芽ぽえは起こら

ないのである。

これを人間の創造活動についてみる場合，生活のために手と頭脳を働かせ

てr 役立つものを作り出そうとする活動をも っている。原始人も，米関民銀

も，女萌人も同じ孟うに，その生活に必要なものを作り出そうとする本能的衝

動をもっており，この本能的衝動が，今日の文化をきづきあげた母体乙もいう

べきではなかろうか。この物を作り出そうとする創造精神こそ技術を生む根底

であるといえる。

しかし，創造精神は技術を生む重要な契機を与えてはいるが，これが技術の

本質ではありえない。 4技術はその発達突が物語つでいるように生産の場にゐ

るものでなかったら抽象的であることを免れない。デッサウヱルは， ~紋柄の

本質に出会うには，抜本i守がそこではとめて新しくものの形をつくっているとこ

ろに行かなくてはならないJといっているのは正しい提言である。〈注 1) 

袋術が生産の場においてあるべきだといっても，生産の過程が技術であると

もいえない。 それはちょう ど傭人において，つくる行動が按能てeないのと同じ

こ£である。

大工さんが象者ピ建てるのに， まず設計をし， そ九にしたがって土台をかた

め，柱をうちたてていく。これらはいずれも過程である。生徒が本立を作るに

も，これに似たような過程がある。設計図をものにし，それにしたがって材a料

をととのえる。材料が設計図通りに切断され，加工されて，最後に組みたてら
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れる。

こ:のような過程lもある変化を示しており，それは単に移り変ることでたく

て，移ることによって臭ったものが生起していくのでゐる。何かが生趨するの

は，そこに手段が介在しているためである。いろいろの手段が過程の中にある

といえる。そオuま素材加工の手段であり ，過程はそうした素材の変形過穫であ

って，手段が作用 した過程とみることができる。

このような過程のうちの，特別の状態が校術といわれるものでなくてはなら

ない。それは無意識鮪句な状態ではなくて，まらあしたらよい，こうしたらよいと

いう判断力が意識的に働いて，いろいろな方法の中から選択や狭定をした状態

といえる。大工さんが設計図をかくにも，種々雑多な喜美の構造を心に繍きp 家

主の要望にそう よう判断し，選択して，あれやこれやの沖から最終的な決断を

するにちがし、なL、。生徒が一つの本立を創作するにしても，同じような苦心が

あるわけである。そうした場合ら大エさんが家を建てる過程比単なる札験ば

かりでなく ， 客観的法則に意識的に従つてなされ，結~として耐風》耐震，竪

ろラで1しかも健康的な間取りの条件も適合されるのである。

これらの関連を教育的な鱗点がら.c技術の本質は，人間実践く主主齢穣競〕

における，客観的法則性の意識的適用である」 と表現したり(注2) I技術と

は，人間の笑践的生産における，容観的な規則による形成の判断力的過程であ

あ」 く注3)といったりすることができるのである。

技術の本質をBはのようにみてくると，これとの関連において，技能につい

ての見解をのベる必要がでてくる。職業・家庭科の性格をのペた中にも 「技

能」 という用語が，知毅 ・技能 ・態度とならべて用いられており，技術 ・家庭

科でいう 「基礎的技術Jという表現の「技術jには， i後能」と「綾術に関す

る知識Jとが含まれていることは明かである。く注生〉

ふたたび章夫谷三努氏の定義を借りるならば， i技能とは，生産的実践におけ

る，有客観的話会則性の無意識的適用でゐる」という ことになり 9 技術が答'観的，

社会的，五且識的なもので，人から人へ知識の形で伝えられるが，技能は.主

鎖的，個人的，心想的なもので，人から人へ知識の形で伝える ことができ?ずp

行為のうちに体得するものでらる，ということになる。〔注ラ〉

「無意識的適用ーといういい方向，主， r熟練」あるいは: r習熟Jといった
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ひひ1きがあることはいうがでもない。 r習熟“ということは， 自動的な定着し

た技能をきしているのしかもそれは習慣のよ うむ，単にある行動の繰返しの成

?壊したものでな〈て，具体的仕方の選択と決定とが細部までゆぎわたっている

判断力的過程の繰返しの習熟を意味している。このような意味での熟練y'l:，今

日でも p 技術的なものの意味に含まれているのできbる。それが近代の機械的技

術においては， 行動の習熱はp 技術学が提供する客観的規則jの適用の線に，例

外なく沿っている習熟?である。習熱ということは，技術にとってはく見落され

やすいが〉重要な要素である。このこ とは，新学習指導要領でも同様の趣旨を

のべている。

技術の歴史は，習熱から適用への歩みだということができるであろうし最

終的にも，判断力的なもの(意識〉が完全に閉め出されるこ之".I:'意味するのぞ

な<，そのコントロ ーIレする役割は残っている。とれらは，労働における技能

主熟練の形成を生観学的に分析してもいえることなのである。

.tLI::.のよう(こ，技術と技能。を分析してきたがr つぎに考察したいことは，こ

れらが技術教育の中へどのように位置づきs 教育的にどのような働きを レ.最

終的にf;J:，人間形成にどのように作用することが望ま しいのであろうかという

ことである。

まず技術と校能の関連を，学習における具体的な事例でとりあげてみること

fこする。たとえば製図ができるという技術は，個々の器具.用具を使いF 思考

を働かしながらずる作業過重量のs総合された完成的技術であって，その作業過

重量の中にはT定規や三角定規p 鉛重苦ーなどの個々の索具肩具が正確に， 能率よ

く， 上手に{支えるという技能が含まれているのであり，総合された完成的な技

術と，側々の器具用具の使い方との間には，無数の段階があるわけである。綿

を引〈にしても，その目的に応じて鈴拳の議類を決定し，その自IJり方を吟味し

て.T定規や三角定規を使って引く。定裁のおさえ方，線の引き方などはそれ.

ぞれ，差是図よいラ基礎的技術の，構成要素のーっとして考えられるものが按能

であって，lかもそれはそれなりtι 一定の課題にしたがい，一定の方法論上

の逐次性において笑施される練習によって形成されるのである。

同じように本立をつくるという製作技術にも，あるいは機械の分解，組JL，
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修理など'の操停技術にもいえるのであれ 個々 の若器具，用具の操作は，総合

的，完成的技術の一都分の基本自宅技能でなければならない。しかもその佼い方

にはF 原意Il.原則，弓三j腹，関連的知識がお・って，正確であり，合理的，能率的

でなl寸ればならない。とのことは，明確に教えなければならないこ之であり，

訓練しなければならないことなのである。そしてその訓練方法も p 原則やay-)I債

の基本的なものな繰返し訓練さぜるこ主によって，習熟し，習慣化するのであ、

る。このようにして習熟し，習慣化した養フド的態度は，やがてくふうや創造を

生み，応用的な操作技術へと溌展していくで'あろう。

抜能といえば，無意識的，非知識的な反復練習を学習鼠褒と した，過去の

「徒弟教育J(投:iig教育〉を想起して，これを低俗但し，技能の末に走るのか

とJ心配するものもあるかも知れないが，教育の系列づけ雪ピヨ考えると・，技官邸'S.

樹育教育のょに大きな役割を泉していることは異論のないことであり p 基礎的

技術の経験的側面を構成しているといえる。く主主6)

したがって，職業・家庭科の主主術指導は，白的にさえ合致:すれば，方法や過

程はどう でもよいということでは，、本質的な技術教育とはならないであろ う。

たとえば，グライングーで物をとととき，グライング戸を逆に殴転させて立派

にとぐと と ができでも ， その方法~主誤ヮた方法であり ，是Eされなければなら

ないことである。誤った方向を習慣化して生徒に定着させるということは，生

維に技術学習をさせなかった場合よりも悪い結果をもたらすζ とになるし， 一

面，生徒に反復練習させることは，技能の上達にとっで大切なことには違いな

いのであるが，ただ反復練習するだけでは，能率が悪い場合が少なくない。単

なる試行錯誤的bt復ば，成功することに手間どり，続発する失敗によって，不

快感や劣等感を起させることにもなり，引いては，技術学習を低下させること

になる。

技術学習において，生徒は機械，器具，用具の機能tこ対する，正確な技術的

知識をもたないで操作しようとし， 正しい原則や手)1演を踏まないで図的を念、そ、

ため，たとえばよく切れる用具，使用しやすh機械，器具に集中して使用する

ζとiζなる。当然起りうることは，器具，機械の破損や修理の問題，危険度の

問題，管理の問題，さらに教師をして多忙に陥らしめ，教材研究の不足J 準備

不徹底など悪循環を招いてくる。このような状態の中からは"基本的た操作主主
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誌の合理性や，能率的な態安，習慣や，製作，操作なJ:による楽しみや存びを

味わい得ないのは，当然といわなければならない。

基礎的技術主技能が，技術学習の中へどのように位置づ〈ものかを，ネとし

て技能面からみてきたが，ことでさらに，技術学留一般の三次元的性絡にふれ

なければならない。

元来技術なるものは，応用的，総合的削除をもっ存在であって，生産的突践

聞において，これを発展させたり，限定したりしている自然科学的な原理や知

識と，それらを成りたたせているi社会科学的原直や知識の，荷額にささえられ

ているといってよい。

ある作物を栽培するとき，その作物の性質をよく知って，その性質を助長し

調整してやる，科学的根拠に立脚した栽培をするこ とは，議矯技術の第 ー袈{牛

でゐる。そこには化学的方法〈肥料や防除諜など〉がもちこまれると同時に，

それらの制綴方法、としての物理的方法 (l~理械や動力の導入〉がともなって利用

される。しかし，こ うした自然科学的な原理や知識にラらずけられた裁熔技術

も社会的経済向場げ牛を無視して行われることはできない。いかによい方法と

わかっていても，経済が許さなければ.taiねの花に終るであろうし，さらに，

それらの緩物を有利に市場に出しうるか否かは，社会的条件に左右され，裁縫

技術をして発展せしめるかどうかの分れ目ともなってくる。これらの理解にた

d て， これを笑際の農業生産に所用するところに，技術的発展があるといえ

る。

技術学濁をき延施 する場合，仕事のやり方という笑陵商には，必ずその背最と

なる自然科学的原理や知識があり，しかもこの技術がささえられているJ社会科

学的鎖械を見逃すわけにはいかない。技術学習が 「徒弟教育」 とならないため

には，自然科学的基礎の明確な技術がとり入れられる必要があり，また， 産業

改造や，生活改造とL、う国民的課題ととりi阻むためには，その社会事長済的な背

景をも，学膏内容として含めなければならないこ とになる。このような相互関

迎が，一体と して学習号されてこそ，はじめて技術学習が成立した，といえるの

であるまいか。教育としての技術学羽は，このよ うにありたいものである。
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さてb 技術について，それが含んでいる技能とともに，その本質やヲ学習指

導上t乙しめる位置，本質にねざした指導方法上のあるべき姿等，るる止しての

べてきた。

職業 ・家庭科や，今後笑施される按術・家庭科の学力i丸技術や技能が，こ

う‘ したおるφぺ~姿において学習された結果として， 生徒の身についたものとた

ることv主いう までもなし、。これを人間形成のいとなみに位置づけるならば，校

級 ・家庭科の 闘機でいわれているよう に，生徒の現在および将来の生活に必要

な近代技術について，その基礎となる按術を膏得させて，これによって物を作

る喜びゃ，その喜びを生む勤労0)権利と麦江ーとを自覚させ9 近代按締に対する

理解、右をE与与.えι.
とになるわiけナである。そして，これらを筒けつに 「近代技術に対鈍する態度を

養うJと表現したよう に思われる。

技術の本質が，創造的活動の中にあることは，前にふれてあるが，これは技

術的態度の問題ともいえる。技術には創造性がないとドう人があるがァそれ

は，技術活動の結果として接された形骸のこ とを問題にしているのである。数

字情こそ人闘の生命力の具体的な現われでおって，目的的な創造的行為にほかな

らない。この態度はずこれもが，生得的な努生えとしてもっているもので，教育

によって，その態度を助長し，合連創造性と して育成すべきである。

最後にわれわれは，われわれがめざした「学力と学習指導」なるさ題を， Jい

ま一度頭の中に思いうかベ，それが意味するものを吟味してみたいと J思う。

われわれは，職業 ・家庭科の学力を，基礎的技術を笑践的に経験い それを

通して合理創造の精神を培うことによヲて， 大きく達成できると考えた。 その

意妹では， 1:技術jや「技能j を強調「し それにかたより1 過ぎたかもしれな

い。しかしこれからの技術学習カら そして新しく誕生した技術・家庭科が，中

学絞教育の営みの中で，正しく位置ずけられるためには，技術や技能の本質を

追求し， かつてのIS作業科時代の精神教育観''f>，理科でやれないものをやるの

ーだ といった筋肉的な作業鋭を脱脚して，技術の科学(これを仮りに技術学とい

ってもよい〉を基礎に， ，一般教義としての技術学習に取組まねiまならぬこと

きピ，意識していたからにほかならたい。
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その意味では，職業 ・家庭科はやがて過去のものとなる遼命にある。したが

って木容の六容もやがて不用になるだろう，とは考えていない。新しい被術 ・

家庭斜11.，職業・家庭科の好ま しい部簡を会商酌に吸収しての移行であり，教

育内容はもちろん，指導者も，他殺設備も，すべてが全く改変されるわけでは

ない。 このような生命の脈動が続くかぎり，この容で取とげた学カ観や，それ

を銚ずべき学習指導は，それなりに， 務総的技術守欝撃を中核と した，新しい生

命を盛りあげてくれることを念じている。

そしてあらためて事実業・家庭科の目標右反復し，さらに技術 ・家庭科の目標
，ょう

会祭視して，それらの目標各項目的傾互に密接な関連をもって，金休と して両

教科のそれぞれの呂擦を達成するものであることを銘記し，われわれの学1J~誌

の反省としたいのである。

職業・家庭科の目標

1.基礎的な技術を習得させ， l/i;本的な生活活動を経験させる。

2.産業ならびに職業生活，家庭生活についての社会的，総務的な知徹 ・理

鮮を得させる。

3.科学的，鎗率的に突践する態度・密慣およびくふう創造の能力を養う。

4.劫労と責任を重んずる態度を室長う。

5.将来の進路を選択する能力を主義う。

鮒持 ・5泉佐科の回線

1.生活に必要な基礎的技術を干習得させ，創造し生産する平等ぴ*味わわせ，

近代技術に関する理解を与え，生活に処する蕃本的な態肢を養う。

2.設計 ・製作などの学習経験を通して，表現 ・創造の能力を聾い，ものご

とを合理的に処理する態度を養う。

3.製作 ・操作などの学習経験を通して，技怖と生活との密接な関連を翠解

させ，1:.生活の向上と技術の発展に努める態度を養う。

4.生活に必要な基礎的技術についての学漫経験を巡して，近代制附乙対寸

る自信を与え，協同と責任と安全を草んじる実践的な態度当ピ縫う。

此との回線の各項目は，相互に密接な関逮右ともって，会体として技術 ・
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家庭科の筒擦をなすものである。 1は，芸基礎的制符について主として笑践i

的活動を通してきま膏させ，必要な知識，技能p 態度を身につけさせるとい

う技術・家庭科の総括的目標であり， 2，じまたiま4のいずれにかかお

る指導においても，常に 11);根底になら怠ければならない。

法 i rt主術の哲学J 三技|等音譜 岩波金書喜

法2 「弁吉正?去の緒問題」 武谷三5君主事 型車学制:

注3 「授術の哲学」 三抜1母音の提梁

注4 「新学習指導要綴J 第2淵l解説 10 操業 3 日傑参照

詳、5 「職業科指滋司手典j 産業教育連成絹 関土社

旅6 「漁業科お湾.:!l1l:J

/ 
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(二) この書を読むために

-本書の内容認述について

1. 本書で取り扱った金問題を，一覧表としてまとめ， つ~にかかげた。それ

は，学習指導要領で示してある群人ならび広分野別に分類し， さらに年皮

別，問題番号別の簡単なものとした。

2.問題の解説は群ごとにまとめてあるが，それをさらに分野別にまとめたも

のは第2鮮だけであって，他はおおむね必修・選択別に分類して解説した。

3. ところによってF 選択別に分類した中で，問項呂に類する問題を数問題ず

つまとめて解説したところも為る。

4 問題以， 31年度，問題 (13)".(.，のように，その問題が出題された年度

と，問題番号 (1むを示し，その問題がイ，ロ， Iこ分れている場合は，その

どちらであるかを示している。

5.つぎに正答率を 35.4%と示したが，これは受検生中， その問題をIE解した

生徒数の，会受険金数に対する百分率である。ただしこれは，会受検生約30， 

分の lを無作為抽出した標本から算出されたもので，県の教育月報に公表さ

れている数字である。 " 

6.選択の問題中に，lE答率0.0%といった数字も出てくるが，職業 ・家庭科

の選択は，金受j食生中，昭和34年度において 16.2%にjslぎγ，しかもそのう

ち，さらに家庭科を選択した女子は 12.4%であり ，抽出された笑数はきわめ

て少ない。この傾向は逐年強くなりつつ為ることを，考慮に入れておいてい

ただきたい。(くわしくは教育月報参照〉

7.問題の解説は，およそつぎの順序で進めている。

(1) 問題のねらい・・..A，・と表現しているととろが多い。

問題そのものからみて，どのような点をねらって出題されたのかを，で

きるだけ簡潔にまとめるように努めた。なお，問題によっては，このねら

いを果すために，生徒が身につけておかねばならない知識 ・理解や，諸能

カをも含めて述べたところもある。
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(お 生徒のE困難点....B，と表現しているところが多い。

問題のねらいからみて，主主して生徒の立場から困難であり，つまずき

を起すであろうと推定される点を述べているが，これは記述者が， (誤答

奇骨量まなど分析してないので〉正答率や問題の性格などから，検定したもので

あることはいう までもない。

ゆ 指導上の留意点・・・・C.と表現しているところが多い。

(1)と(硲の間遠から，生徒の困難点を打開したり，学習指導事のqtで，それ ー

らをどのように位置ずけて指導すべきかを，できるだけ具体的に記述し

た。問題によっては，記述寺干の指導*-例を引用した主ころもあるので，参

考と していただきたい。

以上三項目は，金群を混じて共通しているが，それぞれについて記載す

ることが煩雑主なるので，これをA，s， Cと要約して示したところが多

し、。
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関
第 群

意民 飼 五ミ 製
産
カ日

培 脊 工 図

;.l~ 31 (2) 31 (4) 

32 (2) 32 (4) 

必 33 (1) 34 (2) 

通 34 (1) 

30 (3) 30 (5) 、

選 " (7) 

31 (6) 31 (10) 

" (1~ 
32 (6) 

修 33 (4) 33 (6) 
J尺 11 (5) 

34 (6) 、

3D (3) 

30 (7) 

31 (1) 31.(1) 31 (1) 31 (3) 
逃

1/ (5) 

1/ (9) 

32 (1) 32 (1) 

1/ (5) 

1/ (9) 

33 (1) 33 (1) 

1/ (5) 

択 11 (9) 33 (9) 

34 (1) 

η(6) 

η 制) 34 (u) 

本県公立高校進学学力検査最近 5か年 く昭30~34年度〉 問題一覧表

職業・家庭科の 各 群，分野別

第 2 群 第 3 群 ~; . 
機 電 総 経 事草

-計事算 s ぢζ 食 被

事務
械 機 設 営 言己 務 物 DI! 

31 (3) 30 (2) 

32 (3) 32 (5) 

34 (3) 33 (2) 

30 (9) 30 (4) 30 (10) 30 (6) 

1/ (8) 

31 (8) 31 (7) 31 (9) 

" (12) "凶 " U3) 

32 (8) 32 (7) 32 (9) 

33 (7) 33 (8) 33 UO) 

33 (9) 

34 (7) 34 (8) 

30 (5) 30 (9) 30仏) 30 (8) 30 (4) 

1/ (10) 

31 (3) 31 (3) 31 (3) 31 (2) 31 (6) 31 (4) 31 (8) 

" (7) " (11) 11 (10) " (1悶

32 (7) 32 (3) 32 (2) 32 (2) 32 (8) 32 (8) 

"凶 " (7) 11 (6) " (6) " (1司
" (10) 1/ (10) 

33 (2) 33 (2) 33 (3) 33 (3) 33 (4) 33 (1) 

η(6) 11 (7) 11 (12) " (1均"。ω 11 (11) 11 凶

34 (民) 34 (2) 34 (7) 34 (8) 34 (3) 34 (5) 34 (4) 

11 (1ゆ . 
11 (11ゆ It (9) 

11 (14) " o司

※数字は年度と( )内問題番号-

5 群 第 6 tft 

住 家
家庭 法主戦 職進 I総

署長 業 梁主主
経営

居 族 と業 と路 活

31 (1) 

31 (5) 32 (1) 32 (1) 

33 (3) 33 (3) 

34 (5) 34 (5) 

31 (ゆ
' 

33 (11) 

30 (6) 30 (1) 
共通

31 (4.) 31 (4) 

32 (4) 32 (4) I . 
32 (1防

33 (8) 33 (8) 

33 (1訪

く注〉 問題番号は，分野別に判然と区別しえない性格のものもあるが，主として属していると恩われるところに入れてある。
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(三)問題とその 解 説

第 1 群



第 1 群

I 栽培

1. 必修 (共通問題〉

自問 事国 31~ I.f 問題 (2) 正答~ 36.1% 

つぎの文の( )の中から.もっとも潟当と患うものを一つ選んで.[ニコでか

こみなさい。

d__  h__ c 
ヂ占ーリップの繕えつけの昨年期はく 3月 8月 10月〉で..f11'iえつけの深さは

cd 
5crn c 10e!m f 20cm)くらいが泌詣である。

A 球機年花の植え方についてs次のような知識の程度をみようとしたもので

ある。

(1) 絃付けの時期について。

界植球根と秋穫球根の積、類と関連し，チュ ーリフプの纏付け時期を判断

できるかどうか。

(2) 舵付けのし方について。

球棋の性質と植付けの採さの関係がわかっているかどうか。

B， C チ$りップの性質と植付けの傑さの関係についての理解が不足のた

め，正答惑が1!tくなったのであるまいか。値付けの時期については，者総球

棋の種類を理解することによって，容易に問題を解決することができるので

あるが， 繕付けの深さの問題は， 球根の大ききゃ球棋の性質， 土質の関係、~

によって臭ってくるので，生徒は粗当抵抗を感ずるようであるの

決借えがよいか探植えがよいかな決定するのは，根の仲長の状態によるこ

とが大きいので，チューリァプのみでなく，他の品種と比較した棋の1*1長

状蛸宏，図示して指導することがよいと場えられる。チューリップは， ~震が.

球根の下方から出て四方にひろがり，かっ長くのびるから，険制えにしない
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コタがよいのであるが，~震緩えの容もらわせて指導することが望まーしい。

昭和 32年度 問 題 (2J 五答率 イ.!:l8.2% ;.r.. 38.3% 

イ.若手から歓にかけて，教室の花びんに花をたやさないようにするためには， どん
さいなEゎ

なものを組み合わせて花だんに栽培したらよいか。つぎの悶つの組み合わせのラ

ちでもっともよいと思うものを一つ選んで，その番号をOでかこみなさL、。

1. 三色すみれ け し のぼりふじ ヒアシゾス

2. ほうせんか ひまわり ，~，まなしようぶ 〆 リ ア

3. スイートザ」 す¥，.，.ぜん つくばねあきがお ひなぎく

4. きんさr.1-そう 千ューリップ ひゃくにちそう えぞきFく

官.イ.の問題にあげた全部の草花のうちから，毒手癒えの球擦を一つEきんで"それ

をOでかとみなさし、。

A (1) 問イ .は，草草花の種類とその開it期についての理解をみようとし，

(2) 問ロ .は，春櫛対i棋の種類についての知識の，罷療をみよう之 している。

B (1) 問イ .では，草花の種額に開花期がともなわなかっだものと思われる

し，

(2) 問 P. では，球棋の種類に植付けの碕期の理解がともなわなかっ・たも

のと思、われる。

C 商問題とも広幸子三容は侭い。これは怠花単元の取り扱いが時期的民間列され

ず2 単なる知識の注入として集中的に指導される領派!のあることを物語るも

のではあるまいか。また都市のさま校では3 笑践学習がやや岡難な点もあると

考えられるが，婆は，栽結実習と知識 ・理解がつねに焚さし3 継続的に行な

われる配婚が必要である。

昭和 33年度問題(1) 正答喜容 イ.335% ロ.21.7% 

下の図は，花だんを設計しようよしたものである。これについて， つぎの問に答

久なさい。

イ.これは蓉， 笈，車止の花だんのうち， どれにあたるか。 答

また，この才Eだんには一つの笠所があるが，そとに扱えるのに， もっとも適

当な草花をドのに二コのうちから一つ選んで，その番号をく 〉の中に響きな

さい。

G
O
 

噌

i



1.すいせん

3.サノt，ピア

2 まつばぼたん

4.ヒアジyス

ロ. イ.の問題にあHぎた全部の草花のうちから， 当事さにもっとも弱いヂ搬を一

つ選んで，その危支え.~章容きなさい。

答

A (1) 間イ .てサま，寄せ植え夏花だんの設計を通して，その時期と適当な主主

花の配列をみようとし，

(的 問ロ . で、~J: ， 球根草花の特性についての知識の程度をみようとしてい

.s" 
B. C 草花の具体的な特性の理解vまなかなかむつかしいの花だん設計の指導

に当たって2 そめ様式の盟鮮に重点がおかれ，抽象的，概念的な知識の集積

に終る裁合が多いのではないかと増えられる。草花の種類の具体的な特盤。の

理解もじ臨うぶん指導されなければならない。

間ロ .における寒さに弱い球根(カンナ〉は，その題球根の究Jff援にも関連

するので，種子貯蔵の実臨取り扱いと関係づけた具休的指導が望まれるρ つ

まにその指導の一例言どあげてみる。

カン ナの 貯蔵 法

(1) 寒さに弱いー貯蔵視皮5 ~7度一

(2)俄唱とっけない一腐敗率が高くなる一株を割ったり傷をつけたりしないよ

う周閉より静かに繍りとる。

(め貯蔵のコツ

a. ~京らせない。 b. 湿らさない。

C. ひからびさせない。 cl. .分球貯憶をしない。

(4) 貯蔵努所

a. 南面Lた暖い努所 b. 雨水の、浸入しない場所
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C. 排水のよい場所

(~) 貯蔵は下図のようにする。

昭和 34~度問題(1 ) 正主主主総 16.2% 

つぎの文の( )の中にあてはまる草花を，下め亡二コ の中から選んで.その

符号を く 〉の巾に芸書きいれなさい。

l 分球でふやすものは. ( ) ， く 〉である。

2 核分けでふやすものは，( ). ( )である。

3. 容の切花に用いられるものは，( ). ( )でるる。

Il. V-ゃくにちそう b.ゆ り C.ゃぐるまそう d.はなしょうぶ 1

e.チユ』 自クプ f.ひまわり g.あさがお b.しゃくやく | 

A (1) 草花の繁猪法のうち，つぎのものの知識の程皮をみよ うとしている。

f分味繁，.ji副えによる草花の積類
栄養3寝耳直法!

L根分け繁殖法による箪花の種類

(2)切花用車花の種類についての知識をみる。

B， C 草花の栽培はどこの学校でも行なゥていると，思われるし32支度，でも多

く見かけるものであるにもかかわらず， .I.E:答率 16.2%と予想外に低¥':、。これ

は草花の繁殖法の取扱いが3 単なる繁猫訟の分類的な抽象的理解にと どま q

て3 事花の具体的な簡の翠解をともなわぬ結系のあらわれで~'iあるまいか。

草花の種類の介類がs継物学的介類や草木類としての分類の他L 栽培上の

分類方法もじゅうぶん指導すゐ必要カ¥;)bる。たとえば

(1) 露地裁矯に過する積類
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j切花用

l露地作りで鉢捕えするもの

(2) 混祭栽結に滋ずる慰霊領

j切花j刊

L蹴 倒

(3) 直績に適するもの

(4=)0繁磁器誌上り分綴

~生主義郊にi溢7する邸主質

i分球繁殖に適する邸主製

栄華量繁殖{能分紫磁にi滋する重量類

l栃木繁究室に適する磁類

等の分類図表を作っ'G，具体的な毅埼学習の足がかり としての理解を深めると

とが必要である と考えられる。

。2. 必修(選択問題)

昭和 30年度問題 (3) 正答率 11.8% 

じゃがいものE遣いもは，北海道や高冷Jlllで作られたものが多くJ10jいられる。その

ま型自を簡単に轡きなさい。
答.

A よい種いも一銭芸名のあがる橿いもー とはどういうものであるか，その理由

についての理解をねらったもの と思われる。

C 

(1) よい設いもの条件はつぎのこうであろう。

f休眠関係が適当だある。

t病害特にピーノレス病におかされていない。

(2)休眠闘係については，地盤と北海道や高冷地盛のものとの関係を理解さ

せることであり， このためには図書写説明や，地積と p 北海道や高冷地産量の

もの主や種まき時の発?J~の状態を比較させてみるこ とによって理解し 3 る

と思う 。

(3) ピーノレス病については3 発が時の状態の比較，および被害の主まの墓，
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葉，いもの出来方の視祭をさせるこ とによ申て3 理解を助けると恩われ

る。

(4) . "也置を佼った場合，なぜ収量があがらtt，いのかーーについて展開詣議ナ

ゐことも一方法であろう。

昭和 30年度問題 (7) 正答主義 2.3% 

つぎの文は.-4斗式ボルl'-液伝作る方法を示したものである。( )のtl~ 1I二 ，

下の仁二コのうちからIEしいものを一つずつ選んで，その著書号毛f替きなさい。

Aの稀I~~ζ{50g のa ( )を.少主主の1.i(またはき易でとかしとれにフドZ主力ilえて.9 e 
く約5升〉の溶液を作る。

Bの桶に450gのb( )右?，少量の水または湯でとかし これに7.Kを加えて.630，

〈約3五1・5チト〉の浴液を作る。

そして c( )をかきまわしながら.静かに d( )をこれにそそダこむ。

2.関ばん

6.i箆石灰

淡跡
階、Jrν

 伺
醐

A
ペ
刊
紙

q
J

今

a

A 作物の病容対策としてもっとも一般的にかつ広く使用され，経済上の点か

らも多方簡に使用1:1J能の石以ポノレドー液中2 さらに基本的な 4 斗式ボル I:~ . 

淡の作り方立コ順序についての知識の程度をみようとしている。

C lE答率がきわめて低いのはs定要でおるべき病筈に対する知識が約十軽視

されs また実践化が欠けているためではあるまいか。 栽培実習にはp 必ず病

害予防対策としてかなりの薬剤散布が要求されるわけであるが，機会あるご

とにグJレF プ別に分担実習させ3 経験させる必要はあるまいか。特にこの問

題を還して突路化をはかる場合の留意点そあげるならば，

(i} A婦とB橋のあけ方に注意を要する。反対にあけた場合，溶液は酸性と

Lての効力主ピタぞう。

(2) 使用すべき原料の機能についてはっきりは握させる。殺菌の役聞を来す

のは硫酸銅中の銅でゐり，生石灰は錦のために葉茎が受ける事撃を防ぐ役目

をしている。

(3} 以上に付惜 して2 原料の上質品，組悪品により薬剤効果め迷う点や，ぬ

るま湯の1iが溶解に通しており，また硫酸銀を溶解する際2 金属性容器z.

使用しないことなどは3 実施ーと注意する必要がある。
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8'0.年哲史農薬のま者ボルドー液のilL¥イ年d
(l) ボル ドー液lまζ うして発見された.ノ

今から80年ほど，lil. 7 ヲ Yスではベと綿

のため，1:.ぷどうが全滅しようとした。
と ζ ろが，ボルドïlj~甘近のぶどうはち

っと b乙の病気，1:犯きれないことがわか

った。
それは，ζの附近の農家が子供や旅人

がぶどうを盗むので，石灰水と銅の化合

物をかけて幸子くιとが.昂E閣すごとわかっ

tc。

(1) ボルドー液はどうして病気を防ぐのか

E在酸銅の中はある錫は，作物，1:も，病気をひき起すかぴ

，1:も有mである。だから硫鮫銅をそのまま水'1:といてか

けたのでは作物も枯れてしまう。

:t乙で肩脱水とまぜ令ぜると，水にとけない小さな約

子のかたま り 〈こ れを忠基tt.~k陵銅という〉ができて
水の中ほウヨヴヨと小さいかたまりで泳いでいる〈こ

れを際貿放と云う)

このボルドー液の成分は，このま土でほ水はとけない

のだから. かぴ~設すカはない。と C ろがこの成分は

般に令うと少しづっとけてくる。少し寸つである泊・ら

弱い病的を殺すが作物'1:佐省がないわけである。

と乙ろでボル ドー液のlilt分をとかす酸は，作物の体から も病M体から

b しみでるし. 宅~中の炭間企ガス b . 水分と結びついて少し4つつく

られτくるのでまことに線合がよいわけである。

後限湖 水にとける 作物ら街磁体も殺す

磁般湖 水iことけないが
+ 俊に少しづっとけるりでおい符益体だけ

石灰 を殺す

だから一作物の袋'1:被~沢111 も っτいる色の〔例梅桃〉は作物広島潟市:
あるから石販の多い， うすいボルドー司王がよいζ とはなる。し

古・し石阪に必い作物〈例ぷどう〉もあるから注意しなければな

らない。又，反対11:約t(.jiJ:体カ・ら酸を しみ出さないものは他の

柴がよい己とになる。

(1) ボルドー液の種類は石灰と水の量によってきまる

設 芸員 敏 俊 鍋 主主石 灰 水 用 途

4.'1式石灰半危ホルドー液 4S0g (120匁J mg  (ω~) 72 f (4斗〉 スイカの炭壬舗などー

6.'ト式石灰毒事量オミルドー液 喝.sog (120匁〉 4.501; ο2O~) l08t ( 6-'~) じTがいものx，，"街などー

8~'式石灰f[~~置ホルドー液 4S01;ο20&ω ?∞g (240~) 1441く8斗〉 梨の赤恩街などー

8斗式石灰等量ホルドー決 4S0gυ20d且〉 4.5Ogο20匁〉 1441 (8斗〉 きゅうりのベト病などーー

-8斗式のボル ド一般を54!(3斗〉つくる場合の併算~

磁時鍋紋 叫〈似lロ2糊0ω必糾) xぺま - 1叫59均9勾底何匁糾)生石訓肌灰川もμω山ζ山叫れ制机t代叩E

(正しいつ く りコ方ぢ 〉

(11 隊機銅をこ まかくくだく
~豆粒位にするー

乃信望7
ざらめのような籾般のものも究っ
ている.この方がkかしやすい.

(3) 生石灰(水を吸ってiI!:くなったものは

よくない〉を少しの潟マとかす。よくと

かしτ軒らこれに水〈湯ならー喬よい〉

をいれる。
108.2のボルドー液をつくるなら，

ζの 1~ 2 ~Jつまり 10.8 tから21.

6tの水をたす。それからふたを

してしばらくそのままにしてか

く。

(2) 硫殴銅~~晶でとかす。 ζれ11:水~加える。 108

t (6斗〉つくるならζの8

-9;tJ1Jつまり86.4且(4斗8升〉
から97.2.4(5斗4升〉の水を加

える。 正式比は湯の最もたし

て乙の最になるようにする。

1.8t(1升〉
位でかきま
ぜる

(4) 両方ともに主く冷え

てからまぜる。まぜ方

が大切である。

量の少ない石灰水の
申へ量の多い縫俊鋼
を少しづっかきまぜ
ながら入れる.

かぎになÕ~~よいボルドー荷主は段位でなく華立がζ まかくて，上澄持軍と沈でんが分れにく

い色のがよい~

そのためには 1.材料，とく，1:石灰が質のよいもの〈石灰の少ないものほど沈でんしにくい〉

2.硫畿銅色石灰色でき るだけよくとかすこと，だから湯でとかすがよい。

3.水の中11:他の色のがif{..，ていないとと.だから塩気のある水，にどった水，石け
んのとけない水は懇い。

4.パケツ，1:硫般銅をスれるとバケ?の成分がとけるのでよくない。

5.混せ・るときilll史が高いと粒の大きいボルド-Iaとなる。

6. 礎般鎮の中 11:石灰水~λれると位が大きくなり，酸性であるととがある。つまり
アルカリ候の中でまぜると粒が小さくなる。だからiAIi、石灰水の中へうすい後酸
鋼を少しづっスれるのである。



(の石灰ボノレ p~液には3 喜多量p 少石灰，過石灰ポJレ l~ .~液等の区間カ;;jぅ

り、銅剣に対する作物の抵抗によって使用されるべきでゐる。強い作物に

は少石灰〈硫酸鋼450g 生石灰200g等))麗い喜多合は過石灰(硫酸錦45

Og 生石灰900g等〉を使用すべきとと等もふれる必要があろう。

(的ボJレj:_液の呼称は現在変ってきている。新呼称、は 11!.当りの7kの量に

対する前の数字は硫酸銅の量，後の数字は生石灰の意を示L.)従って少石

灰ボノレド{液の半量の場合は，後の数字が半数l乞 3 多石灰ボル f-淡のイ音

量の場合a数字が倍になる。 住…・ 指導倒参照

昭 和 31年度問題 (6) 狂答率イ.5.2.6% ロ..12.6% 

j陥11殺は，じゃがいもを栽培したが，締 りとってみたら，緑色在おびたL、もと，
か しゅ〈

姦と繋が議布告していて，小さいいもだけついている株が2多かった。その豚閣は何か。

に 」のうちから疋しいもの宏送んで，その替号令答の( )のψに一つずつ議き

なさい。

IJ跡、もがいo 2蹴 IJ;不脳士た。ゑボルド【品川
し化かったo 4.中耕のしかたが惑かった。 5土寄せのしかたが惑Jがったパ

答 イ.緑色になった源問は( ) 回.慈i翁した原因は( ) 

A じ平がいもお持管理ょの問題を通じその生育障害lやもっとも普通にみら

れ，ま1たかかりやすい病害に対する基礎的な知識についてみようとしてい

る。

C 問イ.は，栽培巾地上Fこ出て緑色になっているいも，収穫後日光に照らさ a

れて謀色をおびているいも等，よくみかけている問題で為る。

問ロ.の正答率は{買い。 これは重視すべき:府警虫に対する指導が護協され

る傾向があり，また:取扱上の宵点になっているためであるまいか。たしかに

知識だけで理解する色ことはなかなか困難で、あり，また病寄苅策としての実践

化もおかなかゆきとと・かない点もおることと思われるが，病害fi宝物の採草案，

穣本の作製，薬剤のi佼l婆喜撃によって，生徒の関心を徐k に高めていく ζ とが

必要であろう。主な指導上の留意点をあげるならば3

(1) 美しいじキがいもの出来る機構についての理解が大切である。このため

にじゅ うぶん協星条してみる必繋がある。これが盤解されれば3 この間選は

-A
 

n，b
 



むづかしいζ とではないと思われる。

(紛 じキがいもで土寄せがなぜ必要であるかーーという問題aから援協指導す

ることも一方法であろう。

(3) ピールス病の問題は30年波: 問題 (3) と同じである。

昭和 31年度問題 (10) イ 」長谷;議 14.7% 

イ 穏の融制二|のうち方、ら一つ選んい仰をOで/J'::.l".t.t: d ¥"0ま|
た， 、 その虫の;/lI容のしかたを鉛~なさい。

I~ '? 9 ....~~ 2. '7..，. IJ' P !I ~バイ 3…ミムシ 4? 互|
加害のしかた

A 本来の稲作に発生の多い害虫を濁して，防除に関連する口慌についての理

創程度をねらいとしたものと思われる。

この問題を解くために生徒の身についていなければならないことは，つぎ

のようなことであろう。

(1) 稲につくおもな害虫・…・・苗代と本聞の害虫

(2) 加害のしかた…おもに液汁を吸うものとs食害すゐるの…口器の追い。

(3) 防除のしかた・…・・農薬の種類…・・・毒剤と接し ょく剤

B 稲につ〈害虫の種類は多いので，その名前を知ることは容易ではない。害

!R .ii:"みてそれが何であるかの判断がつかなければ， 本当に身についている と

はいえない。 この閉館のツ γ グ白ヨコパイは3 最近本県でも誕生の多くなっ

た害虫で3 その名前については家庭でよく開くことであろうし，発生の時節

には新聞宇ラタ止で報じているので，多くの生徒は何の青虫でゐるかを知っ

ていると恩われるが，名前は王f.にしても，笑物が小さいので失物を見ないこ

とが多い。ここにも指導たの問題がゐる。

正答率からみると，ツマグロココパイがどんな虫か，どのように加害して

いるか。防徐のしかたはどのようにしたらよいかという ，系統づけられた知

織がなさそうに思われる。特にカn字?の しかたf~し その守政の口線の1恭子がわ

からなければならない。

C 系統づけられた知識でないと身についたものになりがたい。そのための学
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習の一例jをあげてみると別項のようである。ただここで注意しなければなら

ないことは，殺虫剤としてはJ 作物の休内に楽を葉や根からしん透させだ，

植物金体~.乙薬をゆきわたらせ， 植物の液汁を吸う容良〈アプラムシ， ~' ~ 

善約百ヒ殺す目的の，しん遂殺虫剤が似つれてL、るこ とく有機燐殺虫剤の中に

もこのような性質の強いものもある)， D.D.T， B.H.C， バラチA'-ン剤

〈ホ り i~-;レ〉等は悉前Cもあるが，また按感剤でもあるということでゐる。

この問題i弘前記したようにs農家の生徒にとっては身近かなものであるの

で3 生徒の観察官どいかしながら問題を解決してゆくように指導すると?とが望

ましい。

匡互亙|

ピ〆

i、M ロヨ山 |
。成虫の大きさ

オス 4-5mrn位

メス 6mm{ft 

o_~自の先が然くなっている

ーツマグロー

オス E茶色
メス あわい褐色

。淡にはう

一ーヨヨノミイーー

o B~lt~ミナナ形で主主ざやの中に
10数粒並んで産みつけられて
いる。

。世代のく り返し方

越冬〈幼虫叉は成虫〉くさむら
ノ↓
商代 Eやi
↓'" OS >:3四位ぐり返す

l〆1aJ |l
!__j 幼虫l

Oいわゆるウンカと呼ばれ

~もので本県で発生の多

'いもの

J"7マグロヨヨパイ
1セジ ロウ νヵ

ツマゲロヨコバイを防ごう

。これは何んだ-3ぅ?

一一日、 1 分泌された波にスス
稲?止撲や1濯が主題くよごれて |→病がつくためである

…。 I ~'7:;7ヵに濡の波汁が
去と?:やせている。シイナ什 →滋われるため怜る

二・f-.~ ~ ..~~h_~ <0. _ _ ..  l>': ~_ Iヘ一波収は河でする了-
i1;~字体が緑色でセミのよ うな I '，，-
形を した虫がたくさんいる。| みのりが悲くなる

Oどれほどの被害がああだろうか
/昭和30年度畿~9草子統1

一本県での費量密- ~計締査所作報κZ;るj

一重型笠圭卑三皐鐸の主なるもの~ h'iliてZ
歪民 l緩曹函百l榔盆 i

=カ メイ チュゥ 1 63，960町歩~ 55.470石I8訓 9ドν

ウ y ヵ137，010グ 141.3∞ρI6.195.グ

カラメェ I7，830グ |も24:')111 636グ

※虫害被害総国領 114，700町歩

活支収金 lO5，540石ζ15，8.31トエ/)

病宮被告総国領 .37.100ror歩
詰ま収金 32，230石 (48.34. .5トユ/)

。 どうして防いだらよいだろうか

。マラゾジ斉1]を使う

マラソ y粉剤 3% 10アール当 4→キログラム

グ 手し淘J 2000俗1IIi 11 160 !lツ トノレ〈約9斗〉

。パラデオユ/尚lを使う

パヲチォγ粉剤 1.5% 10アール当 4-5キログラA

グ 乳舟~ 2000倍淡 11 160ロッ トJレOm斗〉
oB.H. C はきかない。

内ぺ
dn

，“
 



昭和 32~度問題 ( 6) 11:答率 47.5%

。Ii' ‘'b 1:τ 
回協えで，ー防潮;結えにする場合には，稿!の線開、 ×伐〉をいくらにしたら

よいか。つぎの s，b， c， 刊のうちから正しいものを}つ選んで，その符号をO

でかこみなさい。
u b c d 

10寸 x8寸 9寸 x8寸 8.5寸x8寸 S寸.x 8 .... j・

〈が.J30cmx約24cm)(約27じ加川内24<':10)(約26"山×約24cm)(約24，cmx約21山口〉

A 対当り株数の算出1.;-法の習得をlAをみようとしている。

この問題を解くために生徒の身につけていなければならないこ止は3 つぎ

のようなことであろう。

(1) 械方にどんな方法がとられているカー正方形払長方官低投木被

句)祥適に植えられる株数ーが~当 り株数， I苅iの本数

(詰)面積の単位と株数'E¥1:11I，のみ法

B， C 正答率47.5%でおよそ半数のものがわかうているので， :1:_:t.1:Y> ，困難を

感ずるとすれば， 1 株の面積乞算州する ことよりも， 1 J平の凶if立がわからな

いのではなかろ うか。面積の単位p 株数算出の適確な指導ととも ~t.， --41支に

は株数早見表が利用されるので，その見方についてあわせて指潟することが

望ま しい。

昭和 33年度問怒(4) IE字字率 13.8% 

[ 
トマトの栽培にもっともたいぜつだと患うものを，つぎのうちからこっ逃んで，

その番号をOでかとみなさい。

1. 人工授粉をする 2. :fっき:!fをとる 3. B.H.CやD.D:J、をJ制 7する
<fぃ

1. 三本仕立てにする 5. 111務ナる 6. 針1袋淘jやダイセユ/を散布寸ゐ

A トマト全般の義母管理を通じて，管理上もっとも重要な摘芽および病害対

策を通じて2 薬詔の性質の理解程度合みようとしたものと思われる。

B， C 管後や家庭においても 2 トマトの栽培はかなり普及しているF思われ

るのに， .IE答率はきわめて低L、。学校の取扱いでは3 つねに知識の央臨{じが

必提であり 3 トマトの10本，20みの栽培はp 温床による育荷主f続ないでも空

地な利用する ζ とによって可能なととと忠われる。笑践的学狗を:illiして知識

を取得させる学習指導法に，一段の研究の~、要がある。 J盲導上の悶~点と し

- :.!4 -



ては，

(1) ト 苛 ト は非'~に成長JJ.E，畳をで， したがって一本仕~か一本仕立に盤技後

でも，放置すれば各節よりわき必を生じ，これを摘まなければ椛当な果実

が待られない。

(め病容「札もっと も恐ろしいのは背枯捕でおるが，，ニの問題、からすると，

銅製剤やグイセンを散布することは主と して疲病対策であゐ。 持病の書往生

炎件全通して，農薬の機能をあわせて指導するこ とが望ましい。

(3)生徒は殺菌剤と殺虫剤を混用しやすい。この点判然と区別できるように

指おし1!R鮮させたいものである。

昭 和 33年度 問題 (5) lH写本 -48.5% 

つぎの文の中から.もっとも適当と思うものを，それぞれ一つずつ選んで，その

替主?なOでかこみなさいe

11. 土の阿併症には日弘、が，暑さには強い 白

12. 虫の円以多いが，病気は少なく .1た|
| 採さにも強い | 

ほうれんそうは， <_ :':::_ :- .::7': ~ .. ......._~. _ ~_~4 ' _ ' '日評議で，そのう
);3. '}事さには泌いが.病気や虫の答b;少な|

¥ 4. 訴えや虫の約1;;少なく，塁手さに込強い'

え，ピタミゾ-'t'1K分など会多〈ふくんでいゐのでよく作られる。また.ほうれんそ

(5. ちつ禁E巴草寺1

うは家をとる簿菜であるから， 仰こ ~6 りん厳司巴引を多く話予ようにする。
17. カリ限務 | 

¥8. 石灰 J 

A 越冬作物と して秋から春にかけて草裂な野菜であるほうれんそうの紘格を

通して，野菜の耐暑↑乞耐寒{~， iN弱虫性し 土媛の酸性に対する強弱喜多の

珪併をみよ うとしたものと忠われる。

B， C 

(1' 選択絞 1 ~ 4 までについては3 ほうれんそうは春秋に殺瀦可能である

が3 樹祭性強<，秋栽培の方が品質としてはるかに侵れ，また栽培も春栽

培より容易であり栽培面積もはるかに多い。越冬作物であることから病虫

容の被容も少な し 然さにも強いことが盤解されるはずである。

(紛 なお，ほうれんそ うは側企に弱い代炎灼な作物てeあることから，選択絞

|と間違い易い点があるが， ほうれんそう の搭撞期およびまル情期間な理解
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する ζ とにより 3 判然と区1:1}しえられるわけである。

(3} 選択肢 5~B までの問題は2 楽家類3 果実頬p 根諜類等の罫'楽の分類と

これに刻する肥料の三~素のs それぞれにおける機能を知ることによって

理解できる。

(4) 正答率はまず普通とみられるがp 選択肢 I~ニ失敗したので、はないかと考

えられる。 注…指導例参照のこと

昭和 34隼度 問 題 (6) 正答率 28.7%

つきのは，いねの滋もみの務官印益ら霊童まきまでの作業制限l'];を示そうとしたもので

ある。それぞれの( )の中に に?でiの中のあてはまる殺事予を軍書きいれなさし、。

積もみの準備~ ( )→( )吋( )吋 ( )→磁まき→問機え

1. 芽出し 2. 浅草1¥ 3. 消まtj， 4. 海水選l しん

A をEもみの準備作業を通し.て，1観k の作業の民的の理解度をねらいと したも

のと思われる。この問題を解くために生徒の身についていなければならない

乙とは 3 っさFのことであろう。

(1) よい積もみの条宇トーそのためにどのようなことをするか。

偶発 芳ーをよ くするためにはどう したらよいかーそのためにぜのようなこと

をするか。

B 4 つの作業からみると p 種もみ消毒:の作業安~の)1僚に入れるかに問題があ

ると思われる。それぞれの作業の間的がよく理解されていれば，順序を間違

うことはないだろうと思われるが，ただ種もみ消毒については，苗代の留類

によって作業の願序が会ってもよいので，いずれをとるかに迷うだろう。正

答率28.7%もこのようなことのために低いのではなかろうか。

C 農家にとっては苗代前の大切な作業であξiので，生徒にとっても身近なも

のであるう。なぜそうするのかということがわからなくとも，どんな仕事を

しているかは大体知っている主思われるので，それらの作業をおし進めなが

ら3 ではなぜかという問題解決を指導することがのぞ支 しい。たとえば3 よ

い種もみの一つにp 種もみが病気:にかかっていないという ことがおる。 ζ の

問題の中でs 前グサレ病については3 つぎのことがらがi盤解されていなけれ

ばならない。

-21> - ， 



瞬{まみれん転ゅのω糊副
10ほうれんそうは保健野菜である/]

~ポパイの且ネルギーはほうれんそうから出る~

ほうれんそうは野菜の中で同じ商筏からとれる.ほについてい うと

0ピタミンAを一番多〈生重する つぎはにんじん，みつIt，ねぎ，
トマ トの順

。ピタミンB.B2の生麗も一書である つぎはみつば， ねぎ，キ ベ々ツ
。ピタミンCはキ守ベツに次いで 二位である つぎは白菜， いちご.大桜

その イ也

0蛋白貨をた〈さん合んでいる
07ルカリ性の強い食品である

。鉄分がItいので， 食血の人にはよろしレ

(人町制民鉄が不足するι貧血)
川町上に飲がボ足すると紋荷車ちJ レずれもl!t~匝が不足するからである

ょうやくほうれんそうの非が附たが，ろく 11:{1申ぴないうちに消えτ
しまった/こんな場合はたいてい，畑の止は酸性である。

ζ んな鰻は高島性が強い ~我が闘の緋地の9J%1ま俊t主である~
O雨のために土の中の7ルカ可性的成介が洗れ~すい主こち
。硫安や遇。ん俊石灰なと'設住肥料を使うところ

O下更を沢山使。ているところー〈下肥町中に盆分があるから〉
。議纂やれんげそうなどをたくさんやったところー く有償怖がくきるとき，
酸をつくる〉

鼠径の度合IまPHてあらわす

L平手 ?F 67  8 9 10 11 12 13 14 

険性 2 アルカリ性

ほうれん縞はPH 7.33-7.:22 最もよ〈育つ

PH 6.01-ι押 収底流へる

10aく1町制 PLふ官了側同ち;二iEたごよムばよい
お灰を沢IlJやっても，ほうれんそうには替がない。
石灰k共Jζ椎胞もやればさらに畑の性質はよ〈なる・

研
~ 

1・自分の胞の慢性の度舎 を制べよう。

2 どの位の右灰をやればよいか実験しよ う。

J [芽が出にくい!

① たねが硬くて水が吸われにくいから

一 〈平とりしたたね〉は水を吸3ー

この皮が硬いから

水が十分吸われにくい

ながく7.kにつけてかくと

たねはいきができなくて死んでしまう

そζで24時r"]1:立水につけ，その後はぬれむしろにひろげて，

コそをかけてゐし曇ヤときは弁戸11:コモで包んでつるすな

どする〈発芽によい温度捻<150C-200C>であるから〉 白い

根が似るまで.かわかぬようにする。このたねを乾いた蜘lと

まくと反対に土が水会吸うので，t仰とはうすい下犯をたっぷ
りまいてからまく。

② たねに病気がついていて芽がでようとするときにやられて
しまうことがある。

ウスプJt.:/の1，000('宮般に一時間つける。

E水10~ヲトル (S升5合〉に療をIOgr (2・7~姐〉 を
排すとゆ∞併殺〕

③ 休眠中のたねIま芽がでない-"9.まきの場合lとはその年と っ

た新しいたねは休眠中である。こんな場合は一年前の心ねた

色のがよろしい。ほうれんそうのたねは， 2-3ヶ月の休眠
が必要である。

I@ほうれんそうには寄生虫が多いl
。ほうれんそうは白菜応ついで銅虫の卵を沢山も 9 ている.

0飼虫の卵は70・Cで5分間の加黙で死ね.

0伐材人の70%までは寄生虫の持主だという.
OS¥鼠分緯式改良使河?で小便だけをとり.これを肥料とすれ

ば.鴻海軍T~となる.
。，買の申に鯛!I!ーびき持っている人の大使には梅田40万位の

卵がついているιいわれるから大変なことである。

I {とうが立つ!

ほうれんそうは広間の時聞が12時|旬以上長いときに育

つと， ~いでとうが立つ。

~乙んな作物を長日性作物という~

だから稼まきはとうがたちやすい。

!f.まきでも 8月23日以前だととうがたつ。

j野!
実 験

JL 
暫

夕方様い布をかけたもの 夜電灯の下においた
はとうがたたない。 ものはとうがた・つ.

ζ の性質は品温11:よ。て，かなりちがう。ー殻11:洋車置
は長日位。I:f4!~であるから特ま き用にはよろしい。

(l'F.来樋)

込
獲の切羽jみが多い

株先がa.tt色
11ちがおそい

〈洋種〉

喜多拶
丸綬がItい
丸善Eが~い
色がうすい，どろ臭い
収量が多い



もみについている危険のある病気にどんなものがあるが。

ゴマハj:fレ情，パカナ血病ー苗グサレ病はついていない。

↓ 

この病苦留を殺すため~こ築を佼ゥ・ているー ウスヅルン

(1) 

ー イモチ病3

など。(2) 

使い方はど うするかの

7.1<苗イそでは苗グサドJ府の心配が多い一昔グサレ病菌にはいろいろある

がJ 何れも〉陪主だから71<苗代に消毒しない傷もみくもみに薬がついてい

ない〉をまいまこれ低温で苗ののびが慈いときは抵抗力が弱いので荷グ

イ

(3) 

サレ病閣がつきやすくなる。消毒した積もみを洗ったり7.1<;:こつけたりす

れば苗グサレ病に対して効力がなくなる。 一前K.r自重量ーするわけー

改良苦代は前半が畑に近い状態である。ーしたがって苗グサレ病の心ロ

配はなし、。

そうすると積もみ梢套は，改良苗代であれば列二出し前だけでなく ，渡ノ、

種の前でもよいことになる。

選択 の 問題3. 

f.24.4% 

下の図は，ぽl植後の稲の主主脊泡君愛を示したものである。これをみて，つぎの問に

答えなさい。

イ 下の仁=二|のrrの三つの作業は，¥，、つ行うのが適当か。それぞれの番号を

右の( )のラらのもっともi也、当なものの中t~ ， 一つずつ、禁きなさい。

c.26.8% b.5.8% 東答率昭 和 30年 度 問題 (3)

由民

ヰ司

f.Jl 

出

総

醐
叫
ば
ら
み
刷
朋

幼
線
形
成
則 知i

分

(") 

'つ
j羽

~、-ー、、

同

Hl 

四百四日 8JlIB 

d(J 
lonl日

) f( ) ~ 可

3. 

日 -Dは W そ吋用也、ヅ型的 さ し 。 J
2・4-Dを使用する湾~:1Kずる
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2. 穏胞を筋す

下，



A 稿の除草，追肥J 落、水簿の一般的な作業を通してP 稲の生脊過程のあらま

しについての妾師事をねらいとしたものと息われる。

この問題を解くために生徒の身についていなければならないことは3 つぎの

よう なことであろう。

。)稲の一生tまどのような過程をたどってゆくか。

・ 発:::i~後首イC~での生脊

6分けつ鶏一分けつのしかた，最高分けつ期

・幼穂形成期一括;首分イじから花の数のきまるまで3 いっころにt.i"与が。

・忍〔ばらみ期一花がきまってから穏がでるまで，いっころになるか。

・出穏期一穂のでかた，花の咲き方

・穂ぞろい期→登熟期一玄米のコ!(り方

(紛 とくに穂のできはじめから，織の出るまでのおよそのことがわからなけ

ればならない。

(3) 三つの作業はどのような信的で行われるか。

(4.) 2・4-Dの使い方。

この問題ではとくに生育過程についての理解が大切であるが3 その中で

も幼穂の生育過程についてはむづかしいこ とではあるが，稲作では霊聖書な

時期であるわでp 大体つきFのことがらが理解されることが望ましいと思

う。(指導事例言及育費〉

B lE答率は問題がむづかしいせいもあってか，全体的に低く o制E26.8%，

落7}(24.4%)) とくに2・4-Dの問題は5.8%と極めて低い。笑際にも臆胞の

時期2・4.，......Dの撒布時期を決定することはむづかしい問題である。 また平準

地と山間地の場合で時期的に違ってくるので，生育過程についてよく理解し

ていないと，問題を解く ことがむづかしい。

C 笑際に稲の生育過程の婆所要・所を:調べさせてP そのあらましについて整理

させることが大切で為るが，盤解を高めるためには2 桜木か図表を利用して

みるのもよいだろう。

調査の場合には) 1;株績のものを予め用車;しておく こと，それに使う稲は

できるだけその地方の代表的なものを選んでおくことがよいだろう。調査の

仕方は 「水稲調査基準」を利用してP 正し〈指導することが望ましい。
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f長豆亙到
緩日目{まいつ施したらよいか

一 栄畿がよければどうなるか -

0，患のできお (11活。怨合また111唱のtl;の告括合〉
32自 25.1問 13.9日 15問 う目
前 古事 前 I官 前 小 宮自i 之主え 言 患 Z 
一一ー一一一0一一一一一一ー0-一一一一一o 0・ーーーーー0一一一一一一一一一0

一一首・君主 き花
介の ま門
化絞 るも
し が み
It.. i!' '-' 
じま の
める 数
る が

花
ハ
も
み
〉

吸
が
へ
る

や
伎
の

m
 

熟

|
l
i
l
i
-
--

な

幼思形成期

ζの時持]句*紫がよいと

11oが多くなる

意!\(fらみ~

ζり時期に栄指示よいと花や緩め

保義がよけ

れば4のり

へる量買が少くなる /;:よし・

@_ (~ ; Y) む チアグ3 ・一一一一駅チッけ
a・.、....._- ‘、ペー、 ，ーーー.--_...-.....-ー

。 | 慨 を や る 騨 と な る 時期 I107-ル 卸 献 で7.5f''''叶 山

。車庫JEといわれるわけ

. f，躍が~E~っく り鈴めるこ ろから秘がでてみのるこ ろにかけて. 栄裁が~い と.せっかく それまでよ〈宵った秘でも琵!j，~

食拐になってJ臣会が上らない。

・ ζんなとき令乙祁に栄華監を与えて， 事"0，)'(，時i!' を よく して~~c

・とのためにヲ ジツ骨カ世胞草寺を.t;.;乙てやる。ζれが磁波!といわれる迫胞のしかたで。ある。

2 ・4 -0 の使い 方

02・4-Dはどうして草を殺すか

2.4{)--，け君主の休をのびさせて殺すものである。

つf'9生長 を促進させるホルce-vの一種であ

る。 この楽は漢が広 ~<t:水5誌の多ん、lí1i絢を持

らすから， 己=<， i請書長可土枯れない。

稲の生育課程の例

。いっころ使うか
4 

-とQJlt説明'k2・1-Dをまく目安とする。

・こり時郊で3枚以上申普い認をもっ分けつが. 1微で必裂

主主になったらまく。

-ビールピYに2・←Dゾ p 柑 (50s入)J袋を柏、

依田ぬるま畿で主くとかす。

これを l升びんに入れて事すめるg

'10ア-11，当り 1，十v:ん申原液を 1-5回に分けて

i 斗入れ串ふんむ~でま〈

'0ま きつ町

・水をよ<:;拝してお〈

・91噂から午後3防ころまで0革l度の弘1、ときに

く長方形締か宣草木鈎の場合が(，ji合がよい。

-時餅がi!¥いと収fttltへる。

りまいた後はどうするか. 
・豊富は6跡閃で骨量草Eよ〈吸われる。だからまいた後6時間

-21吟闘のrNt水を十分入れる。いつまでも水を入れない

と'lf.h.¥生きかえる。

・7ぜ5主等に援がかからぬようにす手。

.m~は1.1<:で 2-;)回Ij!è ..てかもさらむ石けんでよく洗う.

0水のltち怠いむこるではどうするか

.7](中2・'l-Dを00う。 水巾M.C.P でもよい。
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昭 和 31年度問題(1) イ 正答率 41.4%

っきPの女のく 〉の事いから，ì~告訴なものをーっ選んで，それψ1-" _1 でかとみ

t.cき¥"，

イ 稲の殺j脅では. ( a句喋 h り/ν峨 c カロ〉が欠乏すれば.凶育"がL、

ちじるし〈さまたげられる。多)lclぎゐと従長して主主ぷtにかかりやすい。

A 栽培上一般に使用される肥叫について，その銭質，用滋についての理解語

泌をねらいとしたものと思われ石。

この問題を解くために生徒が身につけていなければならないことは，つぎ

のようなことであろう。

(1) どんな肥料が佼われているかー農家で使われているい為いろな肥料

(紛 含まれる成分から肥料をまとめてみると3 どのように分けられるかー肥

料の分類

(3) 宝素， リン酸3 カリs石灰，有機物はどのような働きをするかー肥料成

分の働き

B 作物の栽培に窓索3 りY酸J j;り等の成分が肥料之してBおされていること

{よ3 たいてい知っていることと思うが，これらの成分の働~J とくに鐙繁に

ついてはs問題のようなことが往A にして闘携でみられるところであるが3

4包徒は注意力主疑問をもつことにいささか欠けているように忠dわれる。との

問姐は少な くとも60%以上の IE得本であってよさそうに忠われるが，笑際に

は41.4%でしかなかった。

C 肥料と しての基本的なことであるがJ 3 成分~ 5成分の働きの綾も大切 と

忠われるだ、について理解させることが大切であると思う。いろいろ細かい点

まで指導することはs生徒の耗広からしてますます混乱する結果をもたらす

だけである。

この問題のみではないが35起物をみせるこ とが理解させる政大のものであ

ろう。 しかもこの問題にあること ~;t現場ではつねにみる状散である。
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昭和 31年度問題 (1) ハ 正答率 41.4%

|ハ水聞の裏作物のうち収酬のおそLのは(a 雑 b 大変 c. Jj、釣

i であるo

A 栽培を通して裏作物の性質の理解程度をねらいとしたものと思われる。

この問題を解く ために生徒の身についていなければならぬことは3 つぎの

ようなことでおろう。

(1) 自分たちの地方で作られている大麦3 小麦J なすよねの品種

(幼大室長，小麦2 なたねの性質ー とくに成熟期

B イの問題と同じくiE答率60%以上がのぞまれるところであるが2 最近の木

県の水白菜作の作付面積は2 よくて水田商積の 8%くらいで3 全国の36-37

%にくらぺ， 極めて低い水準にらるので3 生徒自身この問題について，笑際

に観'察していないことが多いのではなかろうか。問題の 3つの作物のうち，

なたねは畑作とした場合，ハンパークのように極役生のものもあり ，→投的

な水田裏作と した場合，実際に作られているのを見ていないと間違う ことも

起きてくるだろう。

C より理解を高めさせるには，比較させてみせるか，あるいは家庭のものを

畑のものでもよいから調べさせることがよいと思われる。また，裏作物の種

類と導入上の国難な点を指導すること志必要であるう。

昭和 31年度問題 (5) 主主主主幹 イ. 71.2% ロ. 65.4% ハ. 17.6% 

水田作業に問いられる動力耕うん機について，つぎの聞に答えなさむ、。

イ.動力fJ~うん機の使用が奨励されるもっとも大きな謬自は，つぎのうちのどれか。

一つ選んで， その番号をOでかこみなさい。

t. 米の収置が多〈なるから。

2. 労コりを節約し，あまった労カはほかに利用できるから。

1 仕事が楽にできるから。

4. 米の生巌裂が安くなるから。

世.共同で購入し共同で使用するのがよいといわれているが，その理由を一つだけ

望書きなさい。

m白

山.用いられている原動機を二積類審きなさい。

答 t. 2. 

噌

a
A

内

J



A 動力緋うん機の概念の理解濃度について知ろうとしたものであ%。

B 

間イt-J • ハを解くために生徒の身についていなければならないことはp つ .

ぎのようなことであるう。

問イ.については

(1) 農家の労働力の年閣の山はどとにあるか。

(2) 農機兵を入れることによってどのような変化がくるか。

(め農家の人たちの農機具に対する考え方。

閉口.については

(1)動力耕うん機の普及の状態。

(2) 動力緋うん犠をもっている階慮。

イ.相当71<.聞をもっているが3 共|司で使用することがよいと考える階

居。

ロ.耕作地は少ないが機械に興味をもっている階層。

へ全然機棋に無知の1;皆属。

問ハ.について~ま

現jカ彩t-うん機の型式と原動機の種類

(1) ー般佑な動力耕う ん機の種類ー駆動型3 テーラー型を含む。

この場合の原動機・・-…71<.冷， 主筆冷。

(2) 駆動型の場合の原動絡ト空冷71'7りン発動機，右治発動機が多い。

ζの他モーターを原翼機とする耕うん機もある。

間イ .については

笑際には2がj正解であろうが，現在の農家の現状からすれば3としても

よいよ うに思われる。'_iE答率71.2%と高い率を示しているので，と ぐに困

難とされる点はなそうである。

間人について

イ.の問題と|司じ く生徒の尉難点はあまりなさそうである。

問ハ.について

生徒がむづかしさを感ずあととl'i.，乙の問題がどの範|廻のものぞ要求し

ているかにあると考えられる。正答主義が低いのもこの点にあるのではなか
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ろうか。

C 

問イ .について

農業経営における農機具の問題について2 指導の重点をもつようにする

ことが望ましい。

間ロ.について

動力耕うん機の普及の状態を知ることによって，新:うん機をもっている

階層の理解ができる。それt乙よって共同利用のよい点が麗解される。これら

の問題はグループの研究によってよりよい結果党求めることができょう。

間""について

動力耕うん機の型式と原動機の取荻知識を教えることによって，原動機

と耕うん機の必織的な知識をうることができる。

ただ最近の動カ耕 5ん機についての表現のしかずこ会，テーラー却を含む

というととて場内ん機といっている。したがって耕うん機今場合，耕運か
;A 

耕伝かによって，裂が限定される現状であることに留意の必要がある。

lls毎日 31~享 度問題 (9) 正答率 イ.2=4:悶 211% J年目ラ，% l'. 31.6% 

とれは，山野震の作った野菜の輪作計併iである。この炎をえて，つぎのイ.ロ.

の向に答えなさい。

lつ-Z目 1 2 年目 |Jq: ~ 1 4 年目

!日ウ す柏原日下旬月上中川和月上中|
-笠--J-ー話可 l吋一一長lt叶符8月|
し |なす|れれん|トり |かぶ い いか鞍 言遣さ竺l
イ.1年尽の計爵は適当であるが，2年目および3年自の言l如iには不適当な作物が

あげられでいる。その作物と不通当な恕砲を書きなさい。

I 1'" 物!I f.!Il 、 出

t制 I I 
3相 I 1 

'P. 4生f.~の秋野菜の作付針通itt記入されていたいが. 3年閉までの栽培imlHiにあ
る作物以外のもので，適当なものを一つ鳴きなさい。

くただし栽培期間は脅かなくてもよい〉

、i
u

q
d
 



A 合理的な畑作経営をやってゆくには，つねに4与野蓑の種類および品種に対

する特性〉搭種期，栽培期間，栽培法を理解した上での輪作言|薗が必要であ

り，この計百にもとづいて経営が行われなければならない。この輪作計画を

樹立するについてもっとも必要な諸条件についてのs知識2 理解をみよう と

したものと，思われる。

C 畑作経営上ぜひとも潔解していなければならない問題で~1あるが， JE答率

は一般に依し、。

(1) これはやはり知識ばかりでなく，実習計画の際，前作，後作および各栽

培作物聞の関連等について，生徒自体の作付計画をたて，さらに発展的に

輪作計画万七たてるよ う指導すベ，きではらるまいか。

(2) 蕃本的知識としてP 野菜の矯種調からみて春栽培，秋栽培に区分され，

これに関連して各澄の栽培期間の遼解3 とくに連作できない野菜の種類と

ともに，向。科に属するものの関係3 およびf盛期機種が以後の生育にひじよ

うに影響することによれ 滅郊の霊薬性について指導が必要である。

(3) とくになす科は迷作できない問科のものが多く，留意しなければならな

い。 (なす， トマト， じ干がいも，なんばん3 たばこ)

(備考〉

従来の白菜は普通7月下旬-8月中旬の聞に矯種され，生育期聞は200Cで40----

50口.なお結球期は12-16・'Cで40'-50日とみられ.150C以下で発芽が分イじする。

この期間はおうむね10月下旬ころで，ここで業数の増加が停止する。 この期間まで

に業数が 100枚くらいに達していないと， 唾kg以上の充実した結ままは得られないと

している。なお，この時期における軟1箆病や総点ゼーノレスの病饗を紡ぐため，矯磁

期をずらし8月中に禽麗しても結王者可能の品種が絞培されつつある。

昭和 32年 度 当題 [.1)ロ. 正答率 18.ι% 

~..， 

下のt'l]のA・B.C・Dのうちで，自主簡をIEしくあらわしているのはどれか。一

つ選んでその符号をOでかこみなさい。

: a : 県ーーー___今ー_-考
" . 

!<...一サ

同 34-

ト 'C ー斗



A 畑作における蒸礎であるべき殴の作り方p さらに裁縫について，必ず畦

.幅3 株間等のE闘継が明示されているが，これらに対する正しい理解を求めた

ものとみられる。

C 

ω 畑作の重要1:r.奉礎であり s 笑習の際つねに直商しーている問題にもかかわ

らず， 正答率 1 8.6%は低すぎる。これ{玄案外事~雑作にかたずけられている

問題ではなかろうか。このへんに基礎的な知識の完全な甥解と 3 指導は櫨

の亙要性があるので‘はあるまいか。

(2) 掛関および図示による指導、では会くつかみにくい。やはり笑践的学習か

らの理解が必要であり s 暗作における 細の使用の際， あるいは滞期りの

際，知識の突際化としての時幅についての指導がされるべきである。また

すでに作られている肢についても可能であるまいか。

昭和 32年度問題 (5)イ 正答率 a. 29.7% b. 2.6% 

~愉〈

イ. トマ l、には，熟し始める墳になると，かか包やすい細菌性の病気がある。これ

について，つぎの陶に答えなさい。

a. その病気をなんというか。亡二二|の中から一つ選んで，その番号~Oでかこ

みなさい。

.. 末、 え? し ~(合れ l 

1 tr.以病 2.管枯病 3.制丙 4.反腐病 | 

b.その細菌におかされる音!I分を替きなさい。 答

A トτ トの栽培管理上もっとも留意を要する病害および病菌の浸入経路J な

らびに病磁の作用についての知識程度をみよう としたものと息われる。

B， C 

(1) トマトの栽培は必修教材であり，この時期におけるト マトの病害といえ

ば，まず青枯病が考えられなければならないが3 選択問題としての正答率

29.i%は低すまるのであるまいか。なお， bの正答率2.6%はJ やや困難t.r.

問題ではあるが，これは前にものべたように病害に対する指導が笹拐され

ているのかs あるいは実践的学習の困難住から2 生徒の関心がうすいので

はなかろうか。
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(め 病宮ーに対する笑援{ヒとして設舗も必要であり，また薬i1IHこ対する危険性

等も一応考えられるが1 ¥劇場のJl阜，標本等により関心会いだかせると

同時に，理解を深めてゆきたいものである。

(3) なお，青枯病原磁の性質からして，地温200C以Jてになると発生し，ま

た自費皮5.8-8.2で最も紫苑{[しゃナくなる。 被管菌は方Lかきすゐ時の指，収

穫時のはさみp 中耕1・時の鍬等によっても伝染するので，気温関係3 ゴ二銭関

係，および被害菌の取り扱い処Z援についても指導の必要がある。

主主…指議事倒重量R誌のこと

昭 和 32~度 問題 ( 5 ) ロ 正答率 a.57.9% d. 68.4'品

....下の写真をみて， っ きfのI~Gt;-~キえなさし、。
はわしh

a この買J代をなんというか。 巴二二lの中からーヮ滋んで，

その替.~}1rOでかこみなさい。

下水 苗代 2 係議泊代 3 協折哲生-!

。
治何キ

a劇的問
同く

答
.。
i
唱
4てつ獲を

M

網乱。

A 改良苗it(簡易折衷背イり についての理好程度を知ろうとしたものと思わ

れる。 この問題を解くために生徒の身についていなければ彼らないことは3

つぎのようなことであろう。

は) いろいろな苗代ー今まで行われてきた苗代a 改良されたd古代

(紛 改良苗代ー簡易折衷高代の作り方一利点主欠点について

B 正答三和はおよそ期待した程度ではなかろう か。

県内トこ急速に広がった苗代形式であるので，生徒はよく理解している と思

5が，乙の他の改良苗代もずい分行われているのでs この前代の利点，欠点

については，現場で実際に免除ゐ‘ニとが最もよいと，思われるの その際水苗代

と比綬してみると一層理解が高まると思われる。
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両ほ赦蒼枯痛の院すj

もったいなや/

せっかく大きくなったのに〆

おきくさんは今年のi[ζそは.ぞん

ぶんにトマトを食べようと.理学以来

たんせいしてきた。
やがて湯のみ茶わん似の大きさにな

り，そのうちに赤くなるだろうとよ

るζんでいたω

とこるが六月の末頃b、ら勉にしおれ

だした。元気のよいおきくさんも.

トマトのようにすっかりしおれてし

まった。
このにくらしい病気は-{本どうして

でるのだろう/

この病気の正体Iま
(青枯 トマトの利用法〉

① ピ'Y?Jι膏
事fト守ト '.7kg ( 1 fO 

l仮漬l・玉 ねぎ 1.875kJ( (期的
一一一一一 食 指 375g (1∞担〉

トマトヨLねぎは倫切として食aIに混ぜてー1晩つけζむ。

酢 .4， ( 8合〉 の批判・へ仮事
『コアで;;;， したも唱を+匝旦J-ヵν-~ 22g ( 6幻をLtbd
一一一一 白砂結 )70gくl∞匁〉 け込む。

② からし潰

ぽ 司圃和マト
L三一三」 食 Itl 

治、らし

|本潰|ー 趨
c::........:三J l.. .うuh

酒

'.7k" (1:貫〉
)75g心∞匁〉

0.91 (50') 

0.51 (3合〉
0.51 (3合3
0.5$【3什3

(4-5日〉

iこのパクテリヤを退治するためには

作物t-骨置に.扱に空気がじゅうぶんあると根が大き〈

じようぶに育つ。こ とに暑いとき育つ作物はそうである。
そういえば!

@さつまいもなどは軽い土によくできる。

@土の中にすミ聞があると大根にまたができる。

@とんこんなとは空気時ちこむために，差平地下茎
ー，くだがある。

だ:での植物論と土のスキ附乙棋が針。

@トマト焔は水はけのよいポサボ+した軽い土がよい。

@;:?て鳴に育ったトマト峨1乙空気が多いので枯れ

て:?にするはい。〈跡鉱に縞えたものは枯れ

誌とて労2ょくす礼パタ '9-Vヤもあまり繁殖で
る o "':Jテりヤは湿気の多い所に繁積するものであ

..者泣いう l

3Oc11l位Fι
ーってhdむLL255足立;らくらくとも く

2 パクテリヤiま際性アJl-カリ性の

強いところでは生きられない

俊性7ルカリ性の度合はこうしてあらわす。

I 2 3 4 5 

-・』一一--一一
殺世主

5.8 

そういえば 1

q 10" 121314 

アルカ日自生

8え
いの第四で繁殖す3

@梅干やら。きょ潰を食べるのは・・・・・
@スシに酢を入れるのも・..

@酸性の強い焔に烹をまいても，根パグテ 日ヤ

がよくつかないので・・・・・・・・

@火山灰土は酸性が強いので， トマトはこの病
気にかからない。(トマトの盃地は火山灰土
に多い)

@簿業の沢山つもうた畑も!lt性て'ある。

だから1

@納tこ石灰をまく。反当160-200kg(40-50貫〉
@煩に硫黄~末をま〈。 反当40-ωkg(10-

15貫) (酸性〉しかし畑を俊性にすることは

よいこ kではない.

3 このパクテリヤlま温度が

低いと!lJiIできない

乙のパクテリヤは18.C以下では繁殖できない.250C 
-37'Cで綾もよ〈繁殖rる。ごtの温度がζんなにな

るのはいつ頃であろうか?

そういえば!

①ひ地~f~iJl(しいと ころに作ったら， 突はならなかっ
たが枯れなか。た.

。西爪畑の中においた トマトは枯れなかった。

だから!

@できるだけ早<，暑くならないうちにとれるようヱ

夫する.ー早期栽培ー

①トマトの根元へ，1iiやわらを敷けば狼のところが掠

しくなる。

研究1

何をどれだけ棋元にしいたなら何度位温度が下るか研

究してみよう。

4 

@線に守ズをつけないように !

移植，箪とり，中書評，支柱立てのとき注意ーする。
土の虫を退治する。

①E主婦 〈じきまき〉すれば病気が少ない.

@大豆 ささげの根粧直はこのパタテ 91"を退治
する.

03ヶ月以上水をは。た土にはこのパタテ リヤは

死ぬといわれている。

〈水回の利用〉

@前の年発病したト守ト絢の支経は水でよく洗う。

@病気にかかった木から組子をとらない.積子+主
リオヂ:.--1000俗語更に 11時間つける。

@連作しない。

@費者自Eの株は焼きすてる.

病気の株の突を切ったハサミは熱湯に2-3分
つけるa



昭和 32年 度陶磁 (9) イ lE幸容i章、 24.3% 

イ つぎの左がわの作業に，もっとも関係のある野菜または長留を，布がわの中か

らそれぞれ一つずつ選んで一一七結びなさし、。

、ノ
M
V

怒
川

し
し
し
ん
ぶ
蝕
3

泉

え

わ

お

〈

か

ま

な

し

る

ま

ま

出

っ
た
た
芥
九
日
摘

'
l

勺
J

色
。2
d
セ

Fhy

a.すし、か

b. じ平がいも

C. なし

d.さつまいも

e.かんらん

A 野菜および果樹の栽培上，各極別において，とくにその積額にだけ必要と

される作業があるがs ここで、は各官績と特殊な作業についての知識 ・遼解を

みようとしたものと思ーわれる。

B 野菜および果樹についてのそれぞれの特徴ある作業だけにs 褒解しあいの

ではゐるまいか。しかし反1湖特殊なヂ同業だけに， これに対する~~導も 当然必

要であるが，笑習をともなわなかったために理解されなかったのであるまい

か。

ーC (1) こヒこで混同しぞhすいのtt.， 2.のたままわしd.， 3.のたまなおしでは

ないだろうか。たままわしは2 収穫期のかんらんの裂球をさけ 1るための

作業でありJ たまなおしは西瓜の商品価値を高める作業である。それぞ

れの目的のちがう点から考えて理解できるのであるまいか。

(2) なLばかりでなく，泉耕にn-一般に充実した商品価値のある果実を得

るための，摘巣の必要性についての灘併がいる。

(備考〉

この間喜重からつるかえしとさつまいもを給ぶべき績よ誌になるが，つるか九しを実施し

た励会，かえって滅収合来たすことが試験場で笑設されているのマ，親殺では実施し

ていなL、。ただし，つるがのびすきrる場合においては，つるあげまた』まつるかえしを

行うことがある。

昭和 32年度問題 (9J ロ 五答三終ぎ7.0%

ロ.校庭にフド~i艇えよう と思う。臼あたりはよいが，土地はやせて排水もあまりよ

〈なL、。この条件から考えて何を植えたらよいかoC二コの中からもっとも遜当
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なものを一つ選んで.その符号~OでかこみなさL、。

I~ . ffhtcJラヤすぎ d きり e か17'l "? I 

A 樹木の性質についての理解嘩庇をねらいとしたものと思、われる。

この問題を解くために生徒の身についていなければならないことはp っき.

のようなことであろうと d忠われる。

-一般的な樹盈についての性質

B この問題は日当り，土地のsE沃度(とくに十ーの深さ)J 排水，および庭園

樹としての四つの要繁をある程度情していなければならないの問随が阻つの

婆繁からみてJ きわだって特徴づけられていない点に解答しにくさがあると

忠われる。各樹種の性質がわかっていても g 正答率が27.0%t flI:いのはこの

ようなことからきていると，也、われゐ。

C 一般的な樹種についての性質については，家庭の樹木についての知識の整

埋から，ある程度の結呆がまとめられると思う。

昭和 33年度問題 (1) イ TE答率 38.7%

イ.下のB欄の作物の中には.A欄に書いてあることがらにちてはまらないものが

それぞれ一つずつある。それを選んで×で消しなさい。

A I B 

容と駄に作づけできる |ほうれんそう だいこん はく さい だいず

連作してさしっかえない なす

繭を好む |すいか

ぷ

一
ね

b

-
L
 

-

d
も

ぎ

が
平

ね

じ
一
£
U

B
Y

い

ふ
り
ま

ぼ

つ
か

さ

A 作物は各種類により種k な性質があり，これらの性震に順隠しs また活用

して栽培してゆかなければならない。こ乙では一般に栽培されている野菜お

よび積額についての栽培期間，および渓作之の関係，適合する気候創平等の

タli搬について理解程度をみようとしたものでまbるの

B 

(1) 栽培には2 それぞれの作物における適温からくる栽培別間，気候関係，
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草地の性質カ=らくる輪作関係等の点については，もっとも基礎的材、要知

識であれこの範囲の知識を習得していないと笑践化も困難であり，また

笑践イじの効果も望まれない。

(の ここにあげてある野菜および殻頚ともp 一般に栽培されているものであ

り，正答率38.7%はまずまずのところではあるまいか。

(3) しかし・一つの種類については心 4 般的なものだけに〉その性質と しての

起解を探め3 また笑習や調査により習得していなければならない。

昭 和 33年度問題 (5) イ 正答率イ.23.5%ロ.36.7% 

下のA欄らんには本県におけるい高官ねのi栽z‘.，培訓・上注意を芸きする状態が主主ベてあり， B織には

その原因.CI憾にはその対策が轡いてあるの A櫛のことがらとよく結びっくことが

らをB，C繍からそれぞれ一つずつ選んで，その番号と符号をOでかこみなさい。

A B C 

ゅん 会、‘、
回結後6月下旬に稲の葉 いもち病にかかった a. セ Vサ Y石j夫を

しょ うの， うす赤〈大き 2. もんがれ病にかかっ まく

イ 〈変色したものが，あち T，、pー。 b. ホリドールをま

とちにあらわれた。 3. ニ化めい虫がついた 〈

c. B.H.Cをまく

7月の末ζ ろに，おくて 10目前にまいた 2・4 .8.をe町z施政t。d「椴ζぅすアy'モニア

の稲の援が，はっきり望者 -Dの祭をうけた
ξ ・句

もっ索が欠t乏まうしたロ ぼんできた。また，穏重喜を 2. b. 過りん政石灰・~

さいてみると小さい が 3. りん阪が欠乏した 施す

できてし1た。 C. 水をかlづ昔話す

A ニイじめい卑の加害とその対策についての技術の習得程度について知ろうと

するものと怠われる。この問題をとくために生徒の身についていなければな

らないことは，つぎのようなことであると思われる。

(1) ニイじめい虫の各調の加害の特徴

(局 ニイじめいaの生態のあらまし

(的 ニ化めい虫の被害穣度

(心 二化めい虫の防ぎ方

B ニ化めい虫のー化期の加害の特徴は，刷揚でよくみられるので，詮意力が
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られぽよくわかるはずである。ホ リI"-Jレやその他の有機憐剤がた〈さんて?

でいるが3 ホりドーJレの名前は3 幾村の生徒であればおそらく知らぬものは

ないだろう。しかるに正答率23.5%という低さでらる。これはニイヒめい虫の

一化期の加害の特徴を突際に見ていないせいてeあろう。

C 二化めい虫は，稲の害虫と しては最も被警の大きいものであるし，;.-農村に

おいてはどこの部落でも共同防除をやっている。したがって生徒の身近かな

問題であるはずである。この問題は防除のi遥却を稲の被害状況から判断させ

ようとしている。

二化めい虫→ホ yr-}レという結びつきでなしこれは何であろう→な

ぜこうなるのか→どう したらよいか3 というように，いろいろな問題をま

とめ‘て理解さぜることが大切のようである。ここではとくに 「これは何で

あるか」の判断について3 とくに留志すべき点があるのではなかろうか。

実際には標本の利用とか3 生徒，e.加害の茎を採取させて徴候をよく観祭さ

せるこ とであろう。

問ロ.については，30年度問題(3) に選択の問題〕の項を参照されたい。

昭和 33年度問 題 (9) 口 E答率 a. 48.1% b. 3 J.4~る

ロ.温床について，つぎの問に答えなさい。
• J之、1; ~;川、 レ句、

a.温床のわくは，南側を低〈北側全高くして，総子のilii.に傾斜をつけるように

するが‘その理由をこっ替きなさい。

2. 

h.ふみこみ材制としで使われる稲わら， ~喜奨，米ぬかのうちでもっともよく著書

な出すのに従立つものはどれか。

答

A 野菜の早出し栽培には温床が用いられ，さらに育苗には混皮p 目当札熱

量等が大切な問題であるが，この商から温床の作り方および劫拠的な醸熱材

・料についての知識の程度を知ろうとしたものと J怠われる。

B， C 

(1) aの問題は温床の作り方についての基礎的な知識でま(:>1) ，学絞において

設備上実践イヒされていなくとも 3 選択として農業コースを学習している地
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裁では当然見られる状態であり，正答率48.1%はもう一歩向上してもよL、

のではあるまいか。

(紛米ぬかが何故発熱するか。その鈎lFOの理解が必要である。

昭和 34竿度問庖(1) 正答掌 4.0%

D 

た*a 

き

'

け

ま
い
ハ
一
後
り
つ

噸

川

。

照

湘

れ・

U

・1ド
h

印

印

は

印

O

V

A

A
 

1.つぎのものがとりいれられる作付計闘はどれか。 A，B， C， Dの中から

適当な有tp凶を選んで，その符号をく 〉の中に議きいれなさい。

たまねぎc ) 苛刈りにするれんけ本く 〉

Z 作付計則 c~ことりいれられるものはどれか。下の巾からーつ選んで，そ

の符号をOでかこみなさい。

U. えんどう b.にんじん (;.はくさい d.かんらん

A 71<回二毛作の作イ、HI-闘を通し‘亡装作物の状視， i袋墳についての理解程度宏

ねらい主したものと忠、われる。 ζの問題を解くために生徒の身についていな

ければならぬことはs つぎのようなことである主恩われる。

P土の佐賀に透合すゐもの一環壌の理解
(1) 裏作物にとり入れられている作

物の種額 ;気候的に滋合するもの

l経済的に遜合するもの

(2) 裏作物の性状

(め稲の栽培期間と裏作物の組合せ

B 31年度選択の問題 (1Jのハ. とも関渉するが3 笑際に菜作の作付の少な

い本県の現況では3 実習をともなわぬ場合が多いので，実習を通しての瑳解

i1.しにくい。正答率は4.0%で極めて低い。

C 失習をともなう場合を除いては，本県の尉同現況と， 二毛作の作付計闘

の具体例を示して指導した方がよいと思われる。
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昭和 34年度問 題 (6) 正答率イ.30.9% ロ.55.9% 

かき，くりのせんていについて， Aしいものを I)の中からそれぞれ一つず

つ選んで，その容号をOでかこみなさい。
えft

( 1.昨年のびた短い枝には来突がつくから，その校は切らない。 、

I 2. こと しのびる枝に柴突がつくから，その絞ののびる位鐙を考えて l
イ.かきく 不要の絞を切る。 う

I 3.ことしのびた枝は3年目に月さ楚をつけるから，-1:-の校はそのまま 1
1 にしておく。 J

r 4. ~:交の先延くらいは. ;(EY'がついてもよい突がつかないから.切るI
"'.くり <5.枝の先のカは，1倒Zがつくから，切らない。 ; 

l 6.校の先の方は.あまり花:wがつかな札、から，切る。 )

守ん

A かきs くりの結果習性とそれにともなう~定についての知識程度をみよう

としたものと忠われる。

C 各県樹の結泉初旬:についての理解が不足しているように刻、われる。この問

題の留意点は3 夢主定指導に当って結果現性の理解をじ帽うぶんにすることで、
あると劣えられる。それは，各樹彊ごとにあらかじめ図去にして図示して指

導するか，花，つぼみのつくころ，代表的泉樹の一校を箪備してよく観察さ

せることが必要である。花，芽の着生状態の理解は狩定学習で最も重視され

なければならない点である と潟えられる。

昭和 34年度開館 (11J 4 正答率 1.5% 

つぎの文のうち，jfしいものにはO弘そうでないものには xを， c )の中に書

きいれなさい。

く ) 2. トザトの背陥病はs ボルドー淡を回数多くかけることによって防除で

きる。

( ) 3.はくさいは，早まきすれば振払(にかかりやすく，おそまきすれば結球

しtこく L、。

げも

( ) 4.水分が19パーセY トの玄米は，検盆〈農産物検策法による検査〉に合

絡する。

向 2. お年皮問 題【4)(&'，イ彦選択〉および 32年度問題 (5J (選択〉

の項を参般のこと。
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問 3. 31年度問題 (9) (選択〉の項多照のこ と。

問 4. について

A 本県産米の改良事項の中で，とくに乾燥問題に対する理解程皮宮ねらいと

したものと思われる。この問題を解くために生徒の身についていなければな

らないことは，つぎのようなことであろうと息われる。

(1) 稲刈のときの玄米の水分合霊

(幻 差益廃物検査法による等級

(3) 本県産米の欠点ーと くにi欽質米としてのー

B この問題 (11)の全体からみた疋答期ま 1.5%て最も低しゆら この間はx'

印が.IE解である。ここでは農産物検査訟の水分合量をくわし く知るとい うよ

りも，どれほど以上に乾燥させなければ合終しないかということを求めてい

るにすぎないと思うが3 簡単なことであっても生徒にとっては，実際にガく分

検定でもしてみなければ，記憶してはいないであろう q

C 記憶力の問題だけに3 これを身につけさせるには，検査器具によって突際

に検奈してみるこ之が最もよいと芳えられる。

E 飼育

1 .必 修 (選択問題)

昭 和 31年度問題 (10) 口 正軍事議 17.7~る

ロ.つぎの文の( )の中に l二二コのうちから適当なものを選んで，その簿号を

事書き入れなさい。

にわとりが卵を産むには， 0 ( )やb( )などの栄養分が多く必要だから.

特に剣斜として c( )やd( )をあたえなければならなし、。またe( )を

あたえるk卵賓の色がこくなる。

I ~ 脂肪 2 山〈質
5.米ぬ か ・6.<ず 米

1 カノレシ ウム

7.貝がら

-43 -
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A 鶏の飼料を遜して，その栄養f荷主主主卵率の関係，飼料の盤績と配分の仕方

についての重量解程度をねらいとしたものと患われる。

s， C 卵黄の色が飼料の荷額によって影響することの理解が不足なために3

E答率が低かったのではあるれ、か。齢料管哩についての指導の留意点は

(1) 制料の種類を分額的によく腿解する。

(2) 中学校ゴ披では，制料臨分例だけに頼るだけでなく，栄養学的な理解が

必要でおろう。

(砂飼料の配分を品種s年令，目的を知って科学的，合獲約にできるように

なる。

(4) お悔の絵与法をよく~解すゐ。

(の季節別の偶料管理が科学的にできるよ うになる。

以上の点在実験的3 ヲミ笥E的に学習することによって，安易な向料配合例によ

る機般的な偶脊管理は排されなければならないと考えられる。

2.選 択 の 問題

昭和 30年度問題【7) 4ピ答準 7.0'母

つぎの( )の中に，下の L一一|のうちから，もっともよいと.I!Jうものを.一

つずつ選んでその番号を寄きなさい。

乾主事〈ほしZむを作るには。誌の養分からいえば. a ( )に刈りとるのがよ

く.収量からいえば. b ( )に刈りとるのがよい。養分と収Eまの同方から考える

と， c ( )に刈りとるのがよい。

い月下旬 2. 6月上，中旬 3. 7月中 下旬 4. 9月上旬

A 字持の栄養的倒産と経桝的イ峨の理解程度をみようとしている。

B 本県の冬季聞の維持官i.l料'!J;， 単作地積であるため詣将に依存する皮合lま高

く，乾主主に対する関心を低くしている。このことはる1;*的なこの問題の疋答

率を7.0%と低くしているおもな要因で、ないかと考えられる。

草刈りの時期は栄美的な闘から考えれば栄養生長から生植生長へ転換した

時であ り，養分の割合からすれば，若草ほどよいことの理解を植生の科学的
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考察の上から指導すみことが望ましい3 そして，草刈りの持期の理解から乾

草謂製の方法や2 エンシレージの作り方にまで発展的な指導をするこ とがよ

いと発言える。

昭和 31j芋度 問題 (1 J 口 定答率 24.1%

..，.つぎの交の ( )かドから適当なものを一つ選ん:e，それ全l二ご|でかこ

みなさし、。

豚の挺揖明朗は (a310日 b 114日 c 152臼〉が普通である。

A 豚の計画的な繁殖と，雄豚管理についての理解程度をねらいとしたもの主

思liわhる。

B 妊娠期間の問題は，勝記によって解決する度合が強いので，24.1%と正答

率が低くなったもので為るまいかの

C この問題解決の指導に当っては，より合理的にして営利的な各繍計画会た

てる指導をすること である。すなわち， ~月および 9 月分娩の計画をたて，

年二回の繁殖について考・察する ときp 分娩予定.日から逆算で種付守r定自が算

定されるはずでらる。 このような繁繕計闘で娘旗揚間も製鮮させると ともに

妊娠期間の嘗漣についてもじゅう ぶん指導しておきたいものである。

昭和 32年度問題(1) イ 正幸害等 18.6% 

イ.つぎの文の( )のゆから，もっとも適当と思うものを一つ選んで，その喬妙

をOでかこみなさし、。
行. ?rt 

白色レグホ γ種の成鶏のj~tiの標準体蜜は (a. 2.51<{; b. 2Kg c. 1.5kg d. [kg) 
• 

で，その卵の一個の室きは普通 Ce. 65g f. 55g g. 45g)、である。
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昭和 33$度 問題 (9) イ If答率 " 87.0% b. 22.0% 

イ.~こわとりについて，つぎの問に答えなさい。

a. t立の写真のにわとりの品積名は何か。

答

b.このにわとりの特性をよくあらわしている ものを，

つぎの亡二一!の中から一つ選んで，その番惨をOで

かこみなさし、。

どtt< ， 
1.粗食で強健 2. i高和で強健 J.平熱で活発 |

宅 1

4.よく巣?とつく | 

A 鶏の品種やその特色についての知識程度をみよ うとしたものと感われる。

B (1) 官色レグホンの識別の理解は写真によるとはいえよくできている。

(2) 品種の具体的な特性の理解は困難であれ 32，33年度ともいたって低

し、。

C 品種理解の学習において，写真やスライ ド喜多の筏聴覚教育によって主主解合

深めるようにするこ とは望ま しいこ とである。

用途，休重，王干たぷ，あし， 羽，動き方3 抱卵のし方s 年樹産卵量，卵

1個の重さ，卵の色等について，一つ一つ兵体的に比校検討して品種の特徴

を理解させる ζ とが必要であり，できれば用途別の代表品種を飼育して，笑

証的な観察学習をするよう 配慮したい。

昭和 34年度問題 (11) 1 E答率 1.5%

つぎの文のうち正しいものには0・会，そうでないものには×を， く ).C15中に惑

きいれなさい。

く ) 1 にわとりの産減数tま，夏にtまいるとしだいに憎し秋には最高を示すよ

うになる。

A 鶏の季節別種翠についての理解程皮をみようとしたものと思われる。

(1)春季~繁殖期=産卵盛ん=ふ化育すうの時期

(2) 夏季~疾病発生の時期=休卵する鶏の陶た更新=産卵能力判定期
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3.秋季~換羽期=家盛期=点燈飼育法

4.冬季~防空襲対策=巡動と採光=vitaminAおよびDの補給

B， C 鶏の季節別生理主その管理の し方の理解不足か・られ正答率がきわめ

て低い。季節別産!ili数の理解は， 鶏の季節別生理と管理のし方が理解さ'れな ー

いと単な).s記憶にたよって問題を解決しよう とするためp この問題のように

まぎlらわしい問題になると〉間違いが多くでてくる。四季別に産卵統計をま

とめたり，その管理のし方などの霊長をつくって指導する ことも理解を深める

方法の一つであると考えられる。

目 農産 加工

flE軍1131年 度問題 (I ) エ 正答率 42.;3%

エ.つまの文の( )の中から，適当なものを一つ選んで，それを lご士ご|でかこ

みなさL、。
こうじで甘総をつくるときは，f.賊 (f150o~60β b W<-85・ c850-900

) 

の温度で 7時聞から8時間くらい保つのがよい。

A ζ うじかびの僻紫の働きと，if酒のっくりつぢについての理解程変電どねらい

としたものと忠われる。

B， C it酒1J日工は施設を要せずs容易にどこの学校でも加工学習ができるの

で・，正答率も42.3%と3 かなりの程度と思われる。

この指導にあたっては，作業的な閣に支点をおくのではなしその背景と

なっている酵素の働きの理解により比重をかけて指導すべきである。農盛加

工がややもすると技能面にのみとらわれ，その原理的な知識が軽視されがち

であるので3 この点留意の上指導する必要がある。
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昭和 33年度問題 (1) ロ 正答率 3.4%

P. つぎの文の( )の中からもっと私滴当と思うものを，それぞれ一つずつ滋ん

で，その符号をOでかとみなさい。

fa. 3-ラ%¥，
かぶやはくさいなどの渓づけするとをは，ふつうその震さのIb. tO-15% Iの燈

し16-20%)
を用いる。

Id.さく l唆 I

またこれがすっぽくなるのは，おもにい.乳 酸|ができるためである。

¥f. i"ミ /絞/

A 換づけのし方を過して食塩の濃度と微生物の働きについての知識程度守ね

ら;うたもの主患われる。

B.， C 1 . 結I磁の働きについての理解不足のため正答率~ 3.4% にすtぎなかっ

たのではあるまいか。

2: 漬物学習にオdいて作業技術閣が強調され3 その背景主なる基本的な知

識理解が軽御されるきらいがある。漬物のような農産加工の学習は微生物

の利用なのであるから，微生物の僚Jきを翠解せずしてはその学習は煮味を

なさないことになる。乳酸菌やWr:酸菌，自告酸菌3 枯主主菌3 つけもの酵母3

産膜齢母等の微生物の働きをじゅうぶん理解するよう指導しp つねに科学

的な視野から農産加工を進めるよう留意したいものである。

JV-ま と め

五か年聞にわたる高校進学学カ検査の結果を通じ，とくに学習指導上留意す

べき事項をまとめるならば，およそつきrのこと‘があげられとる思う。

1- 笑際的3 具体的な指導が大切であれさらに学習内容をより身についた

ものとするには3 理科的な笑際学習が必要である。

実際にやってみる〈やり万)，何故そうなるか3 経済的にどうかa ーと

の三つの問題は2 科学技術教育の三大原則である といわれている。これは
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技術教育一般の三次元的性格をさすものであって3 仕事のやり方という笑

践留は，その笑践の背景となる自然科学的知識〈技術的知識〉や，技術が

支えられている社会科学的領域〈社会2 経済的知識〉に支えられてこそ，

近代的なもの となることFがでさるのである。

農業の分野~;:::.おいてもこのことは例外ではないの一つの問題を身につい

たものとするにiも とくに笑践にうらづけられた自然科学的な原理や和

談，社会料学的な原裂や知識が必要であ 1)，そのことによって生徒以興味

をいだい}て，ますます課題解決の能力を高めることができるようiになるの

である。

2. しかし，笑際指導の現状を考えると，学校の施設設備の不完全，授業時

教の不足〈天候の不良rま屋列イ:rF業を制幽L，また不連続的にする)，ある

いは笑験突潔殺の不足等が指導上の障害となっている。これらの充実が最

も望まれることであるがs現在の環境の中で，どのようにして指導の適正

を期するかが指導教師に課せられた問題といえる。それには，農協，農業

改良普及所，研修所，農業務4あ農闘3 農機具商3 高専との透けいによって

脇設設備の利用，見学等もおこない2 学習させることも一つの方法であろ

うし，家庭の凶場を利用した観祭調査も学習の場であると思う。

3. 最後に3 指導者としてよい教師を得るということはいうまでもないが，

要は教師の指導が最初にのベた・ような三次元的性格を指導に生かしうるか

否かにかかっていると思われる。これまで数多くの問題例を透して，それ

らの点にふれてきたので，そうした事例の中から具体的な方向なりi笑践

方法なり'k参考と して， より よい指導に利用していたどければ幸いであ

る。
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